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はじめに
このたびは，高調波/フリッカ測定ソフトウエア(形名：761921)をお買い上げいただきま
してありがとうございます。
このユーザーズマニュアルは，高調波/フリッカ測定ソフトウエアのうち，高調波測定ソ
フトウエアの取り扱い上の注意/機能/操作方法などについて，説明したものです。ご使用
前にこのマニュアルをよくお読みいただき，正しくお使いください。
お読みになったあとは，ご使用時にすぐにご覧になれるところに，大切に保存してくださ
い。ご使用中に操作がわからなくなったときなどにきっとお役に立ちます。
なお，ディジタルパワーメータWT1600(形名760101)，ディジタルパワーメータ
WT2000シリーズ(WT2010：形名253101，WT2030：形名253102と253103の計3製
品)の取り扱い上の注意/機能/操作方法や，Windowsの取り扱い/操作方法などについて
は，それぞれのマニュアルをご覧ください。

ご注意
●本書の内容は，性能・機能の向上などにより，将来，予告なしに変更することがありま
す。また，実際の表示内容が本書に記載の表示内容と多少異なることがあります。

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ
とがありましたら，お手数ですが，当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

●本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています。
● 本ソフトウエアは，WT1600ディジタルパワーメータのファームウエア(ROM)バー
ジョン2.07以降に対応しています。

● 本ソフトウエアは，WT2000ディジタルパワーメータのファームウエア(ROM)バー
ジョン1.41以降に対応しています。

● 本製品のTCP/IPソフトウエア，およびTCP/IPソフトウエアに関するドキュメントは，
カリフォルニア大学からライセンスされたBSD Networking Software, Release 1を
もとに当社で開発/作成したものです。

商標
●Microsoft，Windows，Windows NT，Windows MeおよびWindows XPは，米国
Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標です。

● AdobeとAcrobatは，Adobe Systems Incorporated(アドビシステムズ社)の登録商標
または商標です。

●その他，本文中に使われている会社名，商品名は，各社の登録商標または商標です。
●本文中の各社の登録商標または商標には，，TMマークは表示していません。

履歴
● 2002年 12月 初版発行
● 2003年 5月 2版発行
● 2006年 12月 3版発行
● 2010年 10月 4版発行
● 2017年 10月 5版発行

5th Edition: October 2017 (YMI)

All Rights Reserved, Copyright © 2003, Yokogawa Electric Corporation

All Rights Reserved, Copyright © 2010, Yokogawa Test & Measurement Corporation
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ソフトウエア使用許諾契約書

お客様が本ソフトウエア使用許諾契約書(以下，「本契約」といいます)に合意することを条件として，横河電機株式会社および横河計測株式会社(以下，「当社」といいま
す)は，包装されたソフトウエア製品(以下，「横河ソフトウエア」といいます)の使用権をお客様に許諾します。なお，当社は，横河ソフトウエアの使用権をお客様に許諾
するものであり，横河ソフトウエアを販売するものではありません。
製品 ：高調波/フリッカ測定ソフトウエア　Model 761921
ライセンス数 ：1ライセンス

第1条(適用範囲)
1. 本契約は，当社がお客様に提供する横河ソフトウエア製品に適用するものとします。
2. 横河ソフトウエアは，それに含まれる一切の技術，アルゴリズム，およびプロセスを包含するものとします。

第2条(使用権の許諾)
1. お客様は，横河ソフトウエアについて，別途合意した使用料を対価として，前文に定めるライセンス数に対応する台数のコンピュータに限りインストールできるものと
し，当社は，お客様の自己使用を目的とした，非独占的かつ譲渡不能の使用権(以下「使用権」といいます)を許諾します。

2. お客様は，当社の事前の書面による承諾なしに，横河ソフトウエアを第三者に頒布，転貸，複製，譲渡，質入，伝送もしくは再使用権を許諾しないものとします。
3. お客様は，バックアップ目的として一組のみ横河ソフトウエアを複製する以外は，横河ソフトウエアの全部または一部を複製しないものとします。また当該複製物の保
管および管理については厳重な注意を払うものとします。

4. お客様は，いかなる理由においても横河ソフトウエアをダンプ，逆アッセンブル，逆コンパイル，リバースエンジニアリングなどによるソースプログラムその他人間が
読み取り可能な形式への変換もしくは複製または横河ソフトウエアの修正もしくは他の言語への翻訳など，提供された形式以外に改変しないものとします。また，当社
は，別に同意しない限り，お客様にソースプログラムを提供しないものとします。

5. 横河ソフトウエアおよびそれらに含まれる一切の技術，アルゴリズム，およびプロセスなどのノウハウは，当社または当社に対し再使用許諾を含む使用許諾権を付与し
ている第三者の固有財産であり，当社または当社に対し再使用許諾権を付与している第三者が権利を有しているものであり，お客様に権利の移転や譲渡を一切行うもの
ではありません。

6. 当社は，横河ソフトウエアに保護の機構(コピープロテクト)を使用または付加することがあります。当該コピープロテクトを除去したり，除去を試みることは認められ
ないものとします。

7. 横河ソフトウエアには，当社が第三者から再使用許諾を含む使用許諾権を付与されているソフトウエアプログラム(以下「第三者プログラム」といい，当社の関連会社
が独自に製作・販売しているソフトウエアプログラムもこれに含みます)を含む場合があります。かかる第三者プログラムに関し，当社が当該第三者より本契約と異な
る再使用許諾条件を受け入れている場合には，別途書面により通知される当該条件を遵守していただきます。

第3条(特定用途に関する制限)
1. 横河ソフトウエアは，下記の各号を目的として，製作または頒布されるものではありません。
(a) 航空機の運行または船舶の航行や，これらを地上でサポートする機器の立案，設計，開発，保守，運用および使用されること。(b) 原子力施設の立案，設計，開発，
建設，保守，運用および使用されること。(c) 核兵器，化学兵器または生物兵器の立案，設計，開発，保守，運用および使用されること。(d) 医療機器などの人身に直接
関わるような状況下で使用されることを目的に立案，設計，開発，保守，運用および使用されること。

2. お客様が前項の目的で横河ソフトウエアを使用する場合には，当社は当該使用により発生するいかなる請求および損害に対しても責任を負わないものとし，お客様は，
お客様の責任においてこれを解決するものとし，当社を免責するものとします。

第4条(保証)
1. 横河ソフトウエアは，当該製品完成時または出荷時の現状のままでお客様に提供されるものとし，お客様は，これに合意するものとします。横河ソフトウエアの記録媒
体に破損，損傷が発見された場合は，開封後7日間に限り無償で交換をいたします(お客様の費用で当社の指定するサービス拠点に当該ソフトウエア製品の記憶媒体を送
付していただくものとします) が，いかなる場合であっても横河ソフトウエアに瑕疵のないこと，的確性，正確性，信頼性もしくは最新性などの品質上または性能上の
明示または黙示の保証をするものではありません。また，横河ソフトウエアが他のソフトウエアとの間で不整合，相互干渉などの影響のないことを保証するものでもあ
りません。

2. 前項の規定に関わらず，横河ソフトウエアに第三者プログラムが存在する場合の保証期間，保証条件については，かかるプログラムの供給者の定めるところによるもの
とします。

3. 当社は，自己の判断により必要と認めた場合，横河ソフトウエアに関するレビジョンアップおよびバージョンアップ(以下，アップデートサービスといいます)を実施す
ることがあります。

4. 前項の定めにも拘らず，当社は，いかなる場合であってもお客様により改変または修正された横河ソフトウエアに関するアップデートサービスについては，第三者によ
り改変・修正された場合を含め，一切対応しないものとします。

第5条(特許権，著作権の侵害に関する損害賠償責任)
1. お客様は，横河ソフトウエアについて，第三者から特許権，商標権，著作権その他の権利に基づき使用の差し止め，損害賠償請求などが行われた場合は，書面にて速や
かに請求の内容を当社に通知するものとします。

2. 前項の請求などが当社の責に帰すべき事由による場合は，その防御および和解交渉について，お客様から当社に防御，交渉に必要なすべての権限を与えていただき，か
つ必要な情報および援助をいただくことを条件に，当社は自己の費用負担で当該請求などの防御および交渉を行い，前項記載の第三者に対して最終的に認められた責任
を負うものとします。

3. 当社は第1項における請求またはその恐れがあると判断した場合は，当社の選択により，当社の費用で下記のいずれかの処置を取るものとします。
(a) 正当な権利を有する者からかかる横河ソフトウエアの使用を継続する権利を取得する。(b) 第三者の権利の侵害を回避できるようなソフトウエア製品と交換する。(c)
第三者の権利を侵害しないようにかかる横河ソフトウエアを改造する。

4. 前項各号の処置がとれない場合，当社は，お客様から当社にお支払い頂いた第2 条第1項に定める使用料の対価を限度として損害を賠償するものとします。

第6条(責任の制限)
本契約に基づいて当社がお客様に提供した横河ソフトウエアによって，当社の責に帰すべき事由によりお客様が損害を被った場合は，当社は，本契約の規定に従って対応
するものとしますが，いかなる場合においても，派生損害，結果損害，その他の間接損害( 営業上の利益の損失，業務の中断，営業情報の喪失などによる損害その他)につ
いては一切責任を負わないものとし，かつ当社の損害賠償責任は，かかる横河ソフトウエアについてお客様からお支払いを受けた第2 条第1 項に定める使用料の対価を限
度とします。なお，当社が納入した製品をお客様が当社の書面による事前の承諾なく改造，改変，他のソフトウエアとの結合を行い，またはその他基本仕様書または機能
仕様書との相違を生ぜしめた場合は，当社は一部または全ての責任を免れることができるものとします。

第7条(輸出規制)
お客様は，事前に当社の同意を得た場合を除き，横河ソフトウエアを，直接，間接を問わず輸出または他国に伝送しないものとします。

第8条(本契約の期間)
本契約は，お客様が横河ソフトウエアを受領した日から，契約解除されない限り，お客様または当社が相手方に対し，1 ヶ月前に書面による通知によって当該ソフトウエ
ア製品の使用を終了させるまで，またはお客様の横河ソフトウエアの使用終了時まで，有効とします。

第9条(使用の差止め)
横河ソフトウエアの使用許諾後といえども，使用環境の変化または許諾時には見出せなかった不適切な環境条件が見られる場合，その他横河ソフトウエアを使用するに著
しく不適切であると当社が判断した場合には，当社はお客様に対して当該使用を差止めることができるものとします。

第10条(解除)
当社は，お客様が本契約に違反した場合には，何ら催告を要することなく通知をもって本契約を解除できます。ただし，本契約終了または解除後といえども第5条，第6条
ならびに第11条は効力を有するものとします。

第11条(管轄裁判所)
本契約に関して生じた紛争，疑義については，両者誠意を持って協議解決するものとします。ただし，一方当事者が他方当事者に協議解決をしたい旨の通知後90日以内に
両当事者間で協議が整わない場合は東京地方裁判所(本庁)を第一審の専属的管轄裁判所とします。

以上
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1.1 機能説明

本ソフトウエア(形名：761921)は，IEC規格(概要は1.3節参照)に従い，電気機器の高調波
電流を測定し，規格に沿った判定結果を表示/保存できる高調波測定/判定ソフトウエアで
す。

本ソフトウエアが利用できる測定器
本ソフトウエアが利用できる測定器は，当社の下記の製品です。このユーザーズマニュア
ルIM761921-01は本ソフトウエアと，WT1600またはWT2000を組み合わせて使用する
場合について説明しています。WT3000を使用する場合*については，IM761921-02をご
覧ください。また，それぞれのWTの取り扱い上の注意/機能/操作方法については，それ
ぞれのユーザーズマニュアルをご覧ください。

* WT3000に対応している本ソフトウエアのバージョンは，3.01以降です。

製品 形名

WT1600 760101

WT200シリーズ 253101, 253102, 253103

WT3000 760301, 760302, 760303, 760304

適用規格
本ソフトウエアの適用規格は，高調波電流エミッション「IEC 61000-3-2(Electromagnetic
compatibility (EMC) - Part 3-2: Limits - Limits for harmonic current emissions
(equipment input current ≤16 A per phase)) 第2版 修正1，略して，IEC 61000-3-2 第
2版 修正1」および「EN61000-3-2 修正14」です。規格の概要については，1.3節をご
覧ください。

判定対象となる測定データ/波形データの取得と読み込み
●WTの測定条件の設定

WT本体のキー操作で設定できる高調波測定の条件を，本ソフトウエアで設定できま
す。

●オンライン上のWTからの測定データの取得(オンラインモード)

規格に適合しているかどうかを判定する対象データとして，GP-IBインタフェース，
イーサネットインタフェース(WT1600のみ)を介しWTで高調波を測定しながら，測定
したデータをパーソナルコンピュータ(PC)に取得できます。

●すでに保存されている測定データの読み込み(オフラインモード)

本ソフトウエアで取得した測定データを保存し，規格に適合しているかどうかを判定す
る対象データとして，保存した測定データ/波形データを読み込めます。

第1章 製品概要
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測定モード
3つの測定モードがあります。測定モードによって，取得するデータの種類や動作が異な
ります。
●高調波測定モード

・オンラインモードのとき

WTで高調波を測定しながら，「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」に適合した高調波
の測定/判定ができます。

基本周波数の
16周期分

基本周波数の
16周期分

高調波を測定 高調波を測定

PCで測定データを取得し，
瞬時値として記憶

PCで測定データを取得し，
次の瞬時値として記憶

適用規格に従った測定
条件で高調波を測定し
ます。

測定時間

16周期分ごとの高調波の測定データが，高調波測定1回分の取得データ(本ソフトウ
エアでは瞬時値として扱う)です。測定時間(次ページ参照)内に取得した測定データ
の瞬時値，平均値および最大値が，規格の限度値内かどうかを判定できます。

・オフラインモードのとき

読み込んだ測定データに対して，「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」に適合した判定
ができます。

●高調波観測モード

オンラインモードのときだけ選択できます。WTで高調波を測定しながら高調波の変動
をバーグラフや数値リストで観測できます。このモードは，高調波の状態を観測するた
めのもので，高調波測定モードのように規格に適合しているかどうかの判定はしていま
せん。次の測定データが取得されると，前の測定データは更新され残りません。

基本周波数の
16周期分

基本周波数の
16周期分

高調波を測定 高調波を測定

適用規格に従った測定
条件で高調波を測定し
ます。

PCで測定データを取得し，
バーグラフまたは数値リス
トを表示

PCで測定データを取得し，
バーグラフまたは数値リス
トを表示

前の測定データは更新され
残りません。

1.1　機能説明
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●波形観測モード

オンラインモードのときだけ選択できます。WTで高調波を測定しながら測定波形を観
測できます。このモードは，波形の状態を観測するためのもので，高調波測定モードの
ように規格に適合しているかどうかの判定はしていません。次の波形データが取得され
ると，前の波形データは更新され残りません。

基本周波数の
約2周期分

波形データの
サンプリング

基本周波数の
約2周期分

波形データの
サンプリング

PCで波形データを取得し，
波形を表示

PCで波形データを取得し，
波形を表示

前の波形データは更新され
残りません。

規格・測定環境の設定
「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」で規定されている対象機器のクラス分けや，各クラス
内での判定条件の設定ができます。

測定時間の設定
測定時間は，測定開始から測定終了までの時間です。1秒単位で，高調波を測定する時間
をあらかじめ設定できます。設定した時間だけ連続して高調波を測定できます。時間の経
過とともに発生する高調波に変動がある機器を測定するとき，または，機器を長時間稼働
させても，発生する高調波に変動がないことを確認するときなどに，測定時間を変えて測
定できます。

報告書のタイトル/コメントの設定
報告書のタイトルやコメントを設定して，高調波の測定データといっしょに保存したり印
刷することができます。また，印刷するときに，カラー/白黒，日本語出力/英語出力，の
選択ができます。

測定の開始/終了
オンラインモードのときに，PCからWT本体での高調波測定を開始できます。オフライン
モードでは開始できません。
●高調波測定モードのとき

PCからWT本体での高調波測定を開始すると，WTで測定した高調波の測定データはPC
側に取得され記憶されます。次のデータは次のデータとして取得され記憶されます。測
定時間内に取得されたデータはすべて記憶されます。設定した測定時間が経過すると，
自動的に測定を終了し，データの取得も終了します。設定した測定時間経過前に，PC
から強制的に測定とデータの取得を終了させることもできます。

●高調波観測/波形観測モードのとき

PCからWT本体での高調波測定を開始すると，WTで測定した高調波の測定データまた
は波形データはPC側で取得されます。次のデータを取得すると前のデータは更新され
残りません。これらのモードは，高調波や波形の状態を観測するためのもので，高調波
測定モードのように規格に適合しているかどうかの判定はしていません。これらのモー
ドで測定とデータの取得を終了するには，Stopボタンを押します。

1.1　機能説明
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判定結果や測定データ/波形データの表示
40次までの高調波電流データが，「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」の限度値内かどうか
の判定結果と，そのときの測定データを表示できます。測定モードが高調波測定モードの
ときにだけ，以下のような各種表示ができます。

●全測定時間内の判定結果の表示

測定時間内のすべての高調波電流データに対して，「●規格・測定環境の設定」(前述)
に従って，限度値内かどうかを判定し，その結果を一括表示できます。

●高調波電流/電圧のバーグラフ表示

次数ごとに，高調波の測定データと規格の限度値をバーグラフ表示できます。さらに高
調波電流データに対して限度値内かどうかを色別に表示できます。判定対象となる高調
波電流データは，測定した時間内での測定データの平均値，最大値，および瞬時値(高
調波測定1回分のデータ)です。高調波電流と電圧のどちらもWTの入力エレメントごと
に表示できます。

●高調波電流/電圧値のリスト表示

次数ごとに，高調波の測定データと規格の限度値をリスト表示できます。さらに高調波
電流データに対して限度値内かどうかを色別に表示できます。判定対象となる高調波電
流データは，測定した時間内での測定データの平均値，最大値，および瞬時値(個々の
測定データ)です。高調波電流と電圧のどちらもWTの入力エレメントごとに表示できま
す。

●高調波電流の変動グラフ表示

次数ごとに，時間経過に伴う高調波電流の変動をグラフ表示できます。WTの入力エレ
メントごとに表示できます。

●電圧/電流の波形表示

測定終了直後の波形を表示できます。WT2000は約2周期分，WT1600は約4周期分の
波形を表示します。電流波形にカーソルを当てて，電圧波形の最初のゼロクロス点から
の位相差(位相角)と，その位相の電流値を読むことができます。WTの入力エレメント
ごとに表示できます。

●電圧/電流/有効電力の変動グラフ表示

測定した基本波と全高調波から求めた電圧や電流の実効値と，有効電力の変動をグラフ
表示できます。WTの入力エレメントごとに表示できます。

●高調波電流の位相角のバーグラフ表示

次数ごとに，基本波に対する高調波電流の位相角をバーグラフ表示できます。WTの入
力エレメントごとに表示できます。

●高調波電流の位相角のリスト表示

次数ごとに，基本波に対する高調波電流の位相角をリスト表示できます。WTの入力エ
レメントごとに表示できます。

1.1　機能説明
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設定情報/測定データ/波形データの保存と読み込み
●設定情報の保存と読み込み

本ソフトウエアで設定した測定モード，規格・測定環境の設定，測定時間，バーグラフ
や数値リストの表示形式，報告書(測定データのバーグラフ/数値リストや判定結果をま
とめた1枚の報告シート)のタイトル/コメントなど，各種設定情報をファイルに保存で
きます。ファイルに保存された設定情報を読み込むこともできます。

●測定データ/波形データの保存と読み込み

本ソフトウエアを使って，高調波測定モードでWTからPCに取得した高調波の測定デー
タや波形データをファイルに保存できます。このときに本ソフトウエアで設定したWT
本体の高調波測定の条件や，上記の「設定情報」と同じ情報もファイルに保存されま
す。ファイルに保存された高調波の測定データ，波形データ，高調波測定の条件，およ
び設定情報を読み込むこともできます。

●測定データ/波形データのCSV形式での保存

本ソフトウエアを使って，WTからPCに取得した高調波の測定データや波形データを
CSV形式でファイルに保存できます。ファイルに保存されたデータは，本ソフトウエ
アで読み込むことはできません。PCにインストールされているCSV形式に対応したア
プリケーションソフトで，PC上で開くことができます。

画面イメージ/報告書の保存と印刷
画面イメージや報告書をBMP形式でファイルに保存したり印刷できます。
・表示されているグラフやリストのウインドウで，アクティブになっている(操作対象に
なっている)ウインドウを，BMP形式で保存したり印刷できます。

・タイトルやコメントを付けて(1-3ページの「報告書のタイトル/コメントの設定」参
照)，高調波の測定データのリストやバーグラフを，報告書としてBMP形式で保存した
り印刷できます。

1.1　機能説明
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測定データの再現性
ファイルに保存された高調波の測定データ中の最大値や平均値を比較し，次数ごとに測定
データの差異をバーグラフと数値リストで表示できます。同一製品または同一モデルの製
品の高調波を測定したとき，同一の測定条件の元で測定されたデータ間の差異が，規格で
定めている5％の範囲内にあるかどうか(再現性)を判定できます。

ファイル1

最大値：Max1
平均値：Mean1

ファイル2

最大値：Max2
平均値：Mean2

ファイル3

最大値：Max3
平均値：Mean3

ファイルN

最大値：MaxN
平均値：MeanN

●最大値で比較

Mxmean 高調波の次数(2～40次)

Mxmax

Mxmin

Mxmax － Mxmean
Mxmean

×100が，5％のライン

Mxmin － Mxmean
Mxmean

×100が，－5％のライン

Mxmean = (Max1 + Max2 + Max3 + ･･････ + MaxN)/N

(Mxmean：ファイルごとの最大値(Max1，Max2，Max3，･･････，MaxN)を加算し，
それを加算した個数(N)で除算した値です。次数ごとに求められます。)
Mxmax = [Max1，Max2，Max3，･･････，MaxN]max
(Mxmax：ファイルごとの最大値の中で最も大きい値です。次数ごとに求められます。)
Mxmin = [Max1，Max2，Max3，･･････，MaxN]min
(Mxmin：ファイルごとの最大値の中で最も小さい値です。次数ごとに求められます。)

●平均値で比較

「最大値で比較」の図で，MxmeanをMnmeanに，MxmaxをMnmaxに，Mxminを
Mnminにそれぞれ置き換えた状態が，「平均値での比較」になります。

Mnmean = (Mean1 + Mean2 + Mean3 + ･･････ + MeanN)/N

(Mnmean：ファイルごとの平均値(Mean1，Mean2，Mean3，･･････，MeanN)を加
算し，それを加算した個数(N)で除算した値です。次数ごとに求められます。)
Mnmax = [Mean1，Mean2，Mean3，･･････，MeanN]max
(Mnmax：ファイルごとの平均値の中で最も大きい値です。次数ごとに求められます。)
Mnmin = [Mean1，Mean2，Mean3，･･････，MeanN]min
(Mnmin：ファイルごとの平均値の中で最も小さい値です。次数ごとに求められます。)

1.1　機能説明
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1.2 動作に必要なシステム環境

ハードウエア
●PC本体

日本語Microsoft Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，
Windows NT 4.0 WorkstationまたはWindows 2000 Professionalが動作し，
Celeron500MHz以上のCPUを搭載した機種。

●内部メモリ

128Mバイト以上。

●ハードディスク

空き容量が10Mバイト以上。

●GP-IB通信カードまたはボード(イーサネットでWT1600と接続する場合は不要)

N.I(ナショナルインスツルメンツ)社製PCI-GPIB/PCI-GPIB+/PCMCIA-GPIB/
PCMCIA-GPIB+，ドライバNI-488.2M Ver.1.60以降が必要です。

●イーサネット通信ポート(WT1600のみ）

イーサネットでWT1600と接続する場合は，10BASE-Tまたは100BASE-TX対応の
イーサネット通信ポートが必要です。

●ディスクドライブ

CD-ROMドライブ1台。本ソフトウエアをインストールするときに使用します。

●ディスプレイ

Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT 4.0
WorkstationまたはWindows 2000 Professionalに対応したディスプレイ。推奨は，
解像度1024×768以上でアナログRGB65,536色以上の発色が可能なディスプレイ。

●マウスまたはポインティングデバイス

Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT 4.0
WorkstationまたはWindows 2000 Professionalに対応したマウスまたはポインティ
ングデバイス。

●プリンタ

日本語Microsoft Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，
Windows NT 4.0 WorkstationまたはWindows 2000 Professionalで使用可能なプリ
ンタ。Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT 4.0
WorkstationまたはWindows 2000 Professionalに対応するプリンタドライバが必要
です。推奨はカラープリンタ。

OS
日本語Microsoft Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows
NT 4.0 WorkstationまたはWindows 2000 Professionalが必要です。

ディジタルパワーメータWT
●WT2000シリーズ

ファームウエア(ROM)バージョン1.41以降で，GP-IBインタフェース，高調波解析機能
付きのディジタルパワーメータWT2010またはWT2030。

●WT1600

ファームウエア(ROM)バージョン2.07以降で，GP-IBインタフェースまたはイーサネッ
トインタフェース付きのディジタルパワーメータWT1600。
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1.3 適用規格について(IEC 61000-3-2　第2版　修正1)

本ソフトウエアの適用規格は，高調波電流エミッション「IEC 61000-3-2
(Electromagnetic compatibility (EMC) - Part 3-2: Limits - Limits for harmonic current
emissions (equipment input current ≤16 A per phase)) 第2版 修正1」および
「EN61000-3-2 修正14」です。ここでは，規格の概要について説明します。さらに詳
細な内容については，上記の適用規格の文書をご覧ください。

適用範囲とクラス分け
高調波電流エミッション「IEC61000-3-2」の限度値は，低電圧配電系統に接続される電
気・電子機器で，機器への入力電流が一相あたり16A以下のものに適用されます。機器に
よって，クラス分けされます。「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」では，限度値が規定さ
れていない機器があります。詳細は適用規格の文書をご覧ください。

機器への入力電流が一相あたり16A以下の電気・電子機器

・平衡三相機器
・クラスDの機器を除く家庭用
器具

・ 手持ち型電動工具を除く工
具(手持ち型電動工具はクラ
スBになる)

・ 白熱電球用調光器
・ オーディオ機器
・ 他の3つのクラス(B，C，D)
に分類されない機器

クラスA
 手持ち型電動工具

クラスB

 600W以下のテレビ，パーソナルコンピュータ(PC)，
およびパソコン用モニタ

クラスD

 照明機器

クラスC

限度値
限度値がクラスごとに規定されています。IEC 61000-3-2は，相電圧220V，230Vおよ
び240Vを想定して限度値を決めています。それ以外の機器の定格電圧では，換算する必
要があるときがあります。換算式については，「●限度値の換算」(1-10ページ)をご覧く
ださい。

● クラスAの限度値

高調波の次数n

奇数次高調波
3
5
7
9
11
13

15≦n≦39
偶数次高調波

2
4
6

8≦n≦40

最大許容高調波電流

[A]

2.30
1.14
0.77
0.40
0.33
0.21

0.15×(15/n)

1.08
0.43
0.30

0.23×(8/n)

● クラスBの限度値

クラスAの限度値×1.5
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・有効(入力)電力25Wを超える機器

高調波の次数n

2
3
5
7
9

11≦n≦39
(奇数次だけ)

基本波電流に対する
最大許容高調波電流の

比率[％]
2

30×λ*
10
7
5
3

・有効(入力)電力25W以下の機器

高調波の次数n

3
5

基本波電流に対する
最大許容高調波電流の

比率[％]
86
61

● クラスCの限度値

下記1または2のどちらかを満たすこと。
1. クラスDの電力比例限度値を超えない。
2. 3次と5次の高調波が，下表の限度値を超えないこと。しかも供給される電圧の
基本波と入力電流波形の関係が下図のようになっていること。

0°

60° 65° 90°

電圧の基本波のゼロクロス点を0°(deg)として，供給される電圧の基本波と入力電流波形
の関係が，次のようになっていること。
・電流の流れ始め  ：60°以前
・電流の最後のピーク値 ：65°以前
・電流の流れ終わり ：90°以降

* λは，力率(回路力率)。
 基本波電流と力率は，対象機器の最大負荷のときの測定値を使用
する。

機器の有効電力によって，下記のように区分されます。有効電力は，単相機器
の場合は，その単相分の有効電力で区分されます。多相機器の場合は，その相
分(三相の場合は三相分)を加算した有効電力で区分されます。

電圧

電流

● クラスDの限度値

高調波の次数n

3
5
7
9
11

13≦n≦39
(奇数次だけ)

1Wあたりの
最大許容高調波電流

[mA/W]
(電力比例限度値)

3.4
1.9
1.0
0.5
0.35
3.85/n

最大許容高調波電流

[A]

2.30
1.14
0.77
0.43
0.33

クラスAと同じ

次の表の1Wあたりの最大許容高調波電流(電力比例限度値)と，最大許容高調波電流
の両方の限度値を満足することが規定されています。単相または多相機器の電力(有
効電力)の考え方は，クラスCと同じです。

1.3　適用規格について(IEC 61000-3-2　第2版　修正1)
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● 限度値の換算

IEC 61000-3-2は，相電圧220V，230Vおよび240Vを想定して限度値を決めていま
す。それ以外の機器の定格電圧では，換算する必要があるときがあります。すべて
のクラスの限度値を，次の式で換算して適用してください。ただし，相電圧220Vや
240Vへの換算は必要ありません。

換算された限度値＝各クラスの限度値×
230

機器の定格電圧

相電圧の場合

換算された限度値＝各クラスの限度値×
400

機器の定格電圧

三相の線間電圧の場合

電源/測定器/試験条件/限度値の適用方法の規定
ここでは，項目だけを記載します。詳細な規定については，適用規格の文書をご覧くださ
い。
●電源

・供給電源の電圧や周波数の範囲
・供給電圧に含まれている高調波の許容範囲
・電圧ピークの値や，波形のゼロクロス点とピーク値の位相ずれ
・電源の内部インピーダンス
・三相電源の場合，相間の位相ずれ

●測定器

・測定器の誤差
・測定器の入力インピーダンス
・高調波を測定するときの内部処理の時定数

●試験条件

・テレビ/オーディオ機器や照明機器などの試験条件
・適用規格で規定されていない一般機器の試験条件
たとえば，全高調波電流(THC：Total Harmonic Current)が最大になる条件に機器
を設定して試験をするなど。

・測定結果の再現性の規定
・測定結果の再現性を期すための観測期間(測定時間)の規定

●限度値の適用方法

・クラスCの基本波電流と力率(回路力率)の求め方
・クラスDで使われる電力(有効電力)の求め方
・次数ごとに，高調波電流の限度値と測定値を比較判定するときの規定
・規定されている限度値と，測定時間内の高調波電流の平均値とを比較し判定す
る。

・規定されている限度値の1.5倍の値と，測定時間内の高調波電流の最大値とを比較
し判定する。

・緩和処置の規定
21以上の部分的な奇数次の高調波電流(POHC：Partial Odd Harmonic Current)の
総和が，規定されている限度値のPOHC未満のときは，21以上の奇数次高調波電流
の平均値は，規定されている限度値の1.5倍の値まで許容される。

1.3　適用規格について(IEC 61000-3-2　第2版　修正1)
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1.4 操作の流れ(GP-IB)

本ソフトウエアを操作して高調波の測定データを表示/判定するには，ディジタルパワー
メータWTとPCのGP-IB接続から始まり，本ソフトウエアのインストール，WTの測定条
件の設定，および適用規格の判定条件の設定をする必要があります。次に示す順序で操作
をしてください。

準備の流れ

WTとPCのGP-IB接続(2.1節)

本ソフトウエアのインストール(2.4節)

準
備

オンラインモードの流れ

本ソフトウエアの起動(2.5節)

測定モード：高調波測定

測定モード：高調波観測/波形観測

測定の実行
(3.8節)

判定結果と測定データの表示
(4章)

印刷
(7章)

設定情報や測定データの保存(6章)
画面イメージの保存(7.1節)

測定の実行
(5章)

高調波と波形の観測
(5章)

画面イメージの
印刷(7.3～7.5節)画面イメージ

の保存(7.1節)

WTのGP-IBアドレスの
選択(2.5節)

WTの測定条件の
設定(3.4節)

規格の判定条件の
設定(3.6，3.7節)

規格・測定環境の
設定(3.6節)

測
定
条
件
/
判
定
条
件
の
設
定

測
定
の
実
行

測
定
結
果
の
処
理

オンラインか
オフラインか
(2.5節)

WT機種の選択
(2.5節)

測定モードの
選択(3.5節)

オンライン

WTのGP-IBアドレスの選択
(WT1600：3.1節)
(WT2000：3.2節)

オンラインの
選択(3.3節)

オフライン

オフラインから
オンラインにする

(次ページ参照)
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オフラインモードの流れ

本ソフトウエアの起動(2.5節)

測定モード：高調波測定だけ

判定結果と測定データの表示
(4章)

印刷
(7章)設定情報の

保存(6.1節)

規格・測定環境の
設定(3.6節)

判
定
条
件
の
設
定

結
果
の
処
理

オンラインか
オフラインか
(2.5節)

オンライン

設定情報/測定データの
読み込み(3.10節，6.2節)

オフラインの
選択(3.9節)　

オフライン

(前ページ参照)

オンラインから
オフラインにする

1.4　操作の流れ(GP-IB)



1-13IM 761921-01

製
品
概
要

11

2

3

4

5

6

7

8

9

10

索

1.5 操作の流れ(イーサネット：WT1600オプション)

本ソフトウエアを操作して高調波の測定データを表示/判定するには，ディジタルパワー
メータWTとPCのイーサネット接続から始まり，本ソフトウエアのインストール，WTの
測定条件の設定，および適用規格の判定条件の設定をする必要があります。次に示す順序
で操作をしてください。

準備の流れ

準
備

WTとPCのイーサネット接続(2.1節)

本ソフトウエアのインストール(2.4節)

オンラインモードの流れ

本ソフトウエアの起動(2.5節)

測定モード：高調波測定

測定モード：高調波観測/波形観測

測定の実行
(3.8節)

判定結果と測定データの表示
(4章)

印刷
(7章)

設定情報や測定データの保存(6章)
画面イメージの保存(7.1節)

測定の実行
(5章)

高調波と波形の観測
(5章)

画面イメージの
印刷(7.3～7.5節)画面イメージ

の保存(7.1節)

WTの測定条件の
設定(3.4節)

規格の判定条件の
設定(3.6節，3.7節)

規格・測定環境の
設定(3.6節)

測
定
条
件
/
判
定
条
件
の
設
定

測
定
の
実
行

測
定
結
果
の
処
理

オンラインか
オフラインか
(2.5節)

WT機種の選択
(2.5節)

測定モードの
選択(3.5節)

オンライン

WTのイーサネット(TCP/IP)の選択
(WT1600：3.1節)
(WT2000：3.2節)

オンラインの
選択(3.3節)

オフライン

オフラインから
オンラインにする

(次ページ参照)

WTのイーサネット(TCP/IP)の
選択(2.5節)
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オフラインモードの流れ

本ソフトウエアの起動(2.5節)

測定モード：高調波測定だけ

判定結果と測定データの表示
(4章)

印刷
(7章)設定情報の

保存(6.1節)

規格・測定環境の
設定(3.6節)

判
定
条
件
の
設
定

結
果
の
処
理

オンラインか
オフラインか
(2.5節)

オンライン

設定情報/測定データの
読み込み(3.10または6.2節)

オフラインの
選択(3.9節)　

オフライン

(前ページ参照)

オンラインから
オフラインにする

1.5　操作の流れ(イーサネット：WT1600オプション)
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2.1 ディジタルパワーメータWTとPCを接続する

ディジタルパワーメータWTとPCを，GP-IBインタフェースまたはイーサネットインタ
フェース(WT1600オプション)を介して接続します。ディジタルパワーメータWTとPCの
どちらも電源をOFFにした状態で，GP-IBケーブルまたはネットワークケーブルを接続し
てください。

WTにGP-IBケーブルを接続する
WTの電源がOFFになっていることを確認してから，WTの背面にあるGP-IBコネクタに
GP-IBケーブルを接続してください。

PCのGP-IBケーブルを接続する
PCの電源がOFFになっていることを確認してから，PCのGP-IBコネクタにGP-IBケーブ
ルのもう一方のコネクタを接続してください。

PC

WT

PCのGP-IBコネクタ

WTのGP-IBコネクタへ

GP-IBケーブル

WTの背面

GP-IBコネクタ

GP-IB
ケーブル

WT2000のGP-IBアドレスを設定する
WTの電源をONにしてください。オープニングメッセージが表示されたあと，測定可能状
態になります。この状態で，WTの前面パネルのLOCALキーを押してください。GP-IB通
信の設定ができるようになります。それぞれの項目を次のように設定してください。
・モード

Addr A(アドレッサブルモードA)
・アドレス

Addr　_ _
GP-IBアドレスを1～30の中から選択してください。アドレス「0」は，PC側で使用す
るアドレスとして予約されているので，「0」を選択しないでください。

・ターミネータ

tErM　Cr+LF

設定方法については，WTのユーザーズマニュアルをご覧ください。

第2章 使用する前の準備
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WT1600のGP-IBアドレスを設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Communicationのソフトキーを押します。
3. Comm Deviceのソフトキーを押して，GP-IBを選択します。
4. ジョグシャトルを回して，アドレスを設定します。

ESC ESC

解　　説

本機器のキー操作で設定できる内容をコントローラで設定するときや，コントローラに設
定情報や波形表示データを出力するときは，下記の設定をします。

アドレスの設定

アドレッサブルモードのときの，本機器のアドレスを次の範囲で設定します。
1～30
GP-IBで接続できる各装置は，GP-IBシステム内で固有のアドレスを持ちます。このア
ドレスによって他の装置と識別されます。したがって，本機器をパーソナルコンピュー
タなどに接続するときは，本機器のアドレスを他の機器と重ならないように設定する必
要があります。

Note
コントローラが他のデバイスも含めて，GP-IBを使用中はアドレスを変更しないでください。

2.1　ディジタルパワーメータWTとPCを接続する



2-3IM 761921-01

使
用
す
る
前
の
準
備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

索

ネットワーク接続(WT1600オプション)
ネットワークに接続するときは，ハブなどに接続されたUTP(Unshielded Twisted-Pair)
ケーブルまたはSTP(Shielded Twisted-Pair)ケーブルを本機器のリアパネルにある
10BASE-Tポートに接続してください。

パーソナル
コンピュータ

10BASE-T対応の変換器
(ハブやルータ)

UTPケーブル
または

STPケーブル
(ストレート)

ネットワークカード

WT1600
10BASE-Tポート

RJ-45モジュラジャック

1対1接続(WT1600オプション)
パーソナルコンピュータと1対1で接続する場合も，下記のようにハブなどの変換器を介し
て接続してください。

パーソナル
コンピュータ

10BASE-T対応の変換器
(ハブやルータ)

UTP
ケーブル
または
STP

ケーブル
(ストレート)

ネットワークカード

WT1600

Note
・ パーソナルコンピュータと1対1で接続する場合，パーソナルコンピュータ側のネットワーク
カードには，10BASE-T/100BASE-TX自動切り替え，または10BASE-Tのものを使用してく
ださい。

・ ハブを用いず，本機器とパーソナルコンピュータを直接接続することは避けてください。直接
接続での通信では，動作を保証できません。

2.1　ディジタルパワーメータWTとPCを接続する
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2.2 イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. Networkのソフトキーを押します。Networkメニューが表示されます。

ESC ESC

4. TCP/IP Setupのソフトキーを押します。TCP/IP Setupダイアログボックスが表
示されます。

ESC
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DHCPだけを使うとき
5. ジョグシャトルを回して，DHCPを選択します。
6. SELECTを押して，ONを選択します。
7. ジョグシャトルを回して，DNSを選択します。
8. SELECTを押します。DNS選択ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，OFFを選択します。

DNSだけを使うとき
5. ジョグシャトルを回して，DHCPを選択します。
6. SELECTを押して，OFFを選択します。

● IPアドレスを入力する

7. ジョグシャトルを回して，IP Addressを選択します。
8. SELECTを押します。IPアドレス入力ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，本機器のIPアドレスを入力します。
10. SELECTまたはESCを押して，入力ボックスを閉じます。
11. IPアドレスを，4区分すべて入力します。

●サブネットマスクを入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークに応じて入力してください。サブネットマ
スクを必要としない場合は，「●デフォルトゲートウエイを入力する」に進みます。
12. ジョグシャトルを回して，Net Maskを選択します。
13. IPアドレスと同様にして，本機器が属しているネットワークのサブネットマスク

を，4区分すべて入力します。

●デフォルトゲートウエイを入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークに応じて入力してください。デフォルト
ゲートウエイを必要としない場合は，「●DNSをONにする」に進みます。
14. ジョグシャトルを回して，Gate Wayを選択します。
15. IPアドレスと同様にして，本機器が属しているネットワークのデフォルトゲート

ウエイを，4区分すべて入力します。

2.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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● DNSをONにする

16. ジョグシャトルを回して，DNSを選択します。
17. SELECTを押します。DNS選択ボックスが表示されます。
18. ジョグシャトルを回して，ONを選択します。
19. SELECTを押して，DNS ONを確定します。

●ドメイン名を入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークのドメイン名を入力してください。
20. ジョグシャトルを回して，Domain Nameを選択します。
21. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
22. キーボードを操作して，本機器が属しているネットワークのドメイン名を入力し

ます。

●検索順が第1優先(プライマリ)のDNSサーバのアドレスを入力する

23. ジョグシャトルを回して，DNS Server1を選択します。
24. IPアドレスと同様にして，検索順がプライマリのDNSサーバのアドレスを，4区

分すべて入力します。

●検索順が第2優先(セカンダリ)のDNSサーバのアドレスを入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークで，セカンダリのDNSサーバを使用する
場合に入力してください。セカンダリを必要としない場合は，「●検索順が第1優先(プ
ライマリ)のドメインサフィックスを入力する」に進みます。
25. ジョグシャトルを回して，DNS Server2を選択します。
26. IPアドレスと同様にして，検索順がセカンダリのDNSサーバのアドレスを，4区

分すべて入力します。

●検索順が第1優先(プライマリ)のドメインサフィックスを入力する

ドメインサフィックスを必要とする場合に入力してください。
27. ジョグシャトルを回して，Domain Suffix1を選択します。
28. IPアドレスと同様にして，検索順がプライマリのドメインサフィックスを入力し

ます。

●検索順が第2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する

ドメインサフィックスとしてセカンダリがある場合に入力してください。
29. ジョグシャトルを回して，Domain Suffix2を選択します。
30. IPアドレスと同様にして，検索順がセカンダリのドメインサフィックスを入力し

ます。

2.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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DHCPとDNSの両方を使うとき
5. ジョグシャトルを回して，DHCPを選択します。
6. SELECTを押して，ONを選択します。
7. ジョグシャトルを回して，DNSを選択します。
8. SELECTを押します。DNS選択ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，ONまたはAutoのどちらかを選択します。

ONを選択したときは，前ページの「●ドメイン名を入力する」～「●検索順が第
2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する」までの入力操作が必要で
す。
Autoを選択したときは，DHCPサーバによって「●ドメイン名を入力する」～
「●検索順が第2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する」までの入
力情報が自動的に設定されるため，「●ドメイン名を入力する」～「●検索順が
第2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する」までの入力操作は不要
です。

解　　説

本機器のイーサネット通信機能を利用するためには，DHCP，IPアドレス，サブネットマ
スク，デフォルトゲートウエイ，DNSの設定が必要です。
これらの設定内容は，本機器を使用するシステムまたはネットワークの管理者にご確認の
うえ，設定してください。

● DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol)

・ DHCPを使用すると，IPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウエイ，
DNSを自動的に設定できます。

・ DHCPを使用するにはネットワーク上にDHCPサーバが必要です。
・ DHCPが使えるかどうかはネットワーク管理者にお問い合わせください。
・ DHCPを使用すると，電源を投入するたびに異なるIPアドレスなどが与えられること
があります。本機器のFTPサーバ機能を使用する場合は注意が必要です。

● IPアドレス(Internet Protocol アドレス)

・本機器に割り当てられているIPアドレスを入力します。デフォルトは「0.0.0.0」で
す。

・ IPアドレスは，インターネット上でTCP/IPを用いて通信するときに一意的に機器を
識別するためのアドレスです。「192.168.111.24」のように0～255の数値を4
つ，「．」で区切って並べた形式で表記される32ビットの数値で設定します。

・ネットワーク管理者から固有のIPアドレスを支給してもらう必要があります。
・ DHCPが使用できる環境では，自動設定されます。

2.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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● サブネットマスク

・ IPアドレスからサブネットのネットワークアドレスを求めるときに使用するマスク
値を入力します。デフォルトは「255.255.255.0」です。

・入力値はネットワーク管理者にお問い合わせください。設定が必要ない場合もあり
ます。

・ DHCPが使用できる環境では自動設定されます。

●デフォルトゲートウエイ

・セグメント(ネットワークのまとまり)が異なる機器と通信をするときに使用するゲー
トウエイ(デフォルトゲートウエイ)のIPアドレスを入力します。デフォルトは
「0.0.0.0」です。

・入力値はネットワーク管理者にお問い合わせください。設定が必要ない場合もあり
ます。

・ DHCPが使用できる環境では自動設定されます。

● DNS(Domain Name System)

DNSは，ホスト名/ドメイン名というインターネット上の名前とIPアドレスを対応させ
るシステムです。AAA.BBBBB.co.jpの場合，AAAがホスト名，BBBBB.co.jpがドメイ
ン名です。数値が並んだIPアドレスではなく，ホスト名/ドメイン名を指定してネット
ワークにアクセスできます。
・ドメイン名，DNSサーバのアドレス，ドメインサフィックスを入力してください。
DHCPが使用できる環境では自動設定されます。

・本機器から，ネットワークドライブやネットワークプリンタにアクセスするとき
に，アクセス先をIPアドレスではなく名前で指定できます。

・ドメイン名の入力

・本機器が属しているネットワークのドメイン名を入力してください。
・ 30文字以内の英数字を入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。

・ DNSサーバのアドレスの入力

・ DNSサーバのIPアドレスを入力してください。デフォルトは「0.0.0.0」です。
・ DNSサーバのアドレスは，第1優先(プライマリ)と第2優先(セカンダリ)の2つまで
設定できます。プライマリのDNSサーバに障害が生じたとき，自動的にセカンダ
リのDNSサーバで，ホスト名/ドメイン名とIPアドレスの対応を検索します。

・ドメインサフィックスの入力

・前項で設定した「ドメイン名」を付けたサーバ名に対応するIPアドレスを，DNS
サーバ上で検索できなかったとき，別のドメイン名を付けて検索するシステムに
なっている場合があります。この別のドメイン名をドメインサフィックスとして
入力してください。

・ドメインサフィックスは，第1優先(プライマリ)と第2優先(セカンダリ)の2つまで
設定できます。

Note
・ イーサネットに関する設定を変更した場合は，本機器の電源を入れなおす必要があります。
・ イーサネットのケーブルを接続しないで，「DHCP」を ONの状態で本機器の電源を入れると，
通信，ファイル機能が正常に動作しなくなる恐れがあります。「DHCP」を OFFにして電源を
入れなおしてください。

2.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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パーソナルコンピュータのTCP/IP設定

パーソナルコンピュータ側でも，IPアドレスなどの通信設定をする必要があります。通信設定
は，パーソナルコンピュータに実装されたイーサネットインタフェースごとに設定してくださ
い。ここでは，パーソナルコンピュータと本機器とを接続するためのイーサネットインタ
フェースに対する設定について説明します。

DHCPサーバで，IPアドレスなどを自動設定する場合には，下記の設定は必要ありません。

[TCP/IPのプロパティ]-[IPアドレスの設定]で，[IPアドレスを自動的に取得]を選択します。
たとえば，パーソナルコンピュータと本機器だけの独立したイーサネット接続をする場合に
は，次表に示すように設定します。設定内容の詳細は，システムまたはネットワークの管理者
にご確認ください。

設定項目 設定値 備考

IPアドレス (例) 192.168.21.128 パーソナルコンピュータのIPアドレス
サブネットマスク (例) 255.255.255.0 本機器のサブネットマスクと同じ値に設定
ゲートウエイ なし
DNS設定 使わない
WINS設定 WINSの解決をしない

以下は，Windows 95/98で設定する場合について説明しています。Windows NT/2000 /XP
Pro/Meの場合は，それぞれの環境に従って設定してください。
1. [スタート]メニューから[設定]-[コントロールパネル]を選択します。コントロールパネル
フォルダが開きます。

2. [ネットワーク]アイコンをダブルクリックします。[ネットワーク]ダイアログボックスが表
示されます。

3. パーソナルコンピュータに接続されたイーサネットインタフェースに対応する[TCP/IP]を
選択したのち，[プロパティ]をクリックします。[TCP/IPのプロパティ]ダイアログボックス
が表示されます。

4. 上表に従って，IPアドレスなどの各項目を設定し，[OK]をクリックします。

　

2.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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2.3 イーサネットコントロールの設定

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

●本機器をコントロールする通信インタフェースを選択する

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Communicationのソフトキーを押します。Commメニューが表示されます。
3. Comm Deviceのソフトキーを押します。Comm Deviceメニューが表示されます。
4. Networkのソフトキーを押します。この操作で，本機器をコントロールする通信

インタフェースの種類として，イーサネットインタフェースを選択しました。

-C1仕様(GP-IB)の場合 -C2仕様(Serial)の場合

ESC ESC ESC ESC ESC

Note
Comm Deviceメニューで選択した通信インタフェースだけを使用できます。選択していない
他の通信インタフェースにコマンドを送信しても，本機器は受け付けません。
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●ユーザー名とパスワードを設定する

5. User Accountのソフトキーを押します。User Accountダイアログボックスが表
示されます。

6. ジョグシャトルを回して，User Nameを選択します。
7. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
8. キーボードを操作して，ユーザー名を入力します。
9. ジョグシャトルを回して，Passwordを選択します(設定は2回繰り返します)。
10. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
11. キーボードを操作して，パスワードを入力します。ユーザー名が「anonymous」

の場合は，パスワードの設定は不要です。

●タイムアウト時間を設定する

12. ジョグシャトルを回して，Time Outを選択します。
13. SELECTを押します。タイムアウト時間設定ボックスが表示されます。
14. ジョグシャトルを回して，タイムアウト時間を設定します。
15. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

ESC

● TCP/IPの設定をする

イーサネットインタフェースを使って，パーソナルコンピュータで本機器をコント
ロールするには，TCP/IPの設定をする必要があります。設定方法については，2.2節
「イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定」をご覧ください。

2.3　イーサネットコントロールの設定
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解　　説

ネットワークを介して，本ソフトウエアをオンラインモードで使用する場合は，WT本体
を操作しNetworkを選択してください。

●ユーザー名の設定

・本機器にアクセスを許可するユーザー名を設定します。
・ 15文字以内の英数字を入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。
・ anonymousを設定すると，パスワードなしで，外部(PC)から本機器にアクセスでき
ます。

●パスワードの設定

・本機器にアクセスを許可するユーザー名のパスワードを設定します。
・ 15文字以内の英数字を入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。
・ユーザー名をanonymousにすると，パスワードなしで，外部(PC)から本機器にア
クセスできます。

・パスワードの設定は2回繰り返します。

●タイムアウト時間の設定

ある一定時間(タイムアウト時間)過ぎても本機器へのアクセスがない場合，本機器が
ネットワークとの接続を閉じます。
1～3600s，Infinite(制限時間なし)の範囲で設定できます。初期値はInfiniteです。

Note
・ 設定した内容を反映するには，WT本体の電源を入れなおす必要があります。

・WT本体と1台のPCを接続して本ソフトウエアを使いコントロールをするとき，複
数の種類のインタフェースを同時に使用できません。

・WT本体とPC間を接続する通信ケーブルの途中に変換器を介した場合(たとえば，
GP-IBとUSB変換のように)，正常に動作しないときがあります。詳細について
は，お買い求め先にお問い合わせください。

2.3　イーサネットコントロールの設定
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2.4 インストールをする

操　　作

本ソフトウエアのCD-ROMを準備します。本ソフトウエアをインストールする前に，現在
起動されているプログラムをすべて終了させてください。旧バージョンの高調波/フリッ
カ測定ソフトウエアがインストールされている場合は，アンインストールしてください。
以下は，Windows 2000 Professionalでインストールするときの操作です。PC上で動作
しているOSによって，画面表示が異なる場合があります。

1. PC本体の電源を入れ，Windowsを立ち上げた状態にします。
PCのOSがWindows NT 4.0またはWindows 2000，Windows XP Home Edition，
Windows XP Professionalの場合，ユーザー名をAdministratorにして立ち上げてくだ
さい。

2. 本ソフトウエアのインストールディスクを，CD-ROMドライブに装着します。
3. マイコンピュータからCD-ROMドライブを選択します。
4. Setup.exeをダブルクリックします。InstallShieldウィザードが起動します。

InstallShieldウィザードの起動画面

5. 次へをクリックします。
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6. 使用許諾契約書に同意される場合ははい，同意されない場合はいいえを選択しま
す。

操作7に進みます。

1つ前の画面に戻ります。

インストールを中止します。

「はい」を選択した場合 「いいえ」を選択した場合

7. インストール先を選択し，次へをクリックします。
参照をクリックすると，インストール先を指定できます。デフォルトのインストール先
は，「C:¥Program Files¥Yokogawa¥IEC61000 Analysis Software」になっていま
す。

2.4　インストールをする
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8. プログラムアイコンを追加するプログラムフォルダを選択し，次へをクリックし
ます。インストールが開始されます。
スタートメニューから始まるプログラムメニューの中に，本ソフトウエアのプログラム
アイコン(ショートカット)が追加されます。その追加先をここで選択します。デフォル
トのプログラムフォルダは，「Yokogawa」になっています。

9. インストールが正常に終了すると，「インストールを完了しました」のメッセー
ジが表示されます。完了をクリックします。

2.4　インストールをする
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2.5 ソフトウエアを起動する/終了する

操　　作

ソフトウエアを起動する
●起動する

1. スタート > プログラム > Yokogawa > IEC61000 Analysis > IEC61000を選択し
ます。本ソフトウエアが起動します。
上記の操作は，インストール先やプログラムフォルダがデフォルトのときの場合です。
インストールするときにインストール先やプログラムフォルダを変更している場合は，
その変更先を選択してください。

ソフトウエアを起動すると，規格の選択ダイアログボックスが表示されます。

●規格を選択する

2. IEC61000-3-2を選択します。

●WT機種を選択する

3. WT1600またはWT2000のどちらかを選択します。

*本ソフトウエアのバージョン3.01以降で，WT3000が選択肢として表示されます。

●通信モードを選択する

4. OnlineまたはOfflineのどちらかを選択します。
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・ Online(オンライン)を選択した場合
WT機種の選択でWT2000を選択している場合は，操作5に進んでください。
WT機種の選択でWT1600を選択している場合は，操作6進んでください。

・ Offline(オフライン)を選択した場合，3.10節へ進んでください。

●通信アドレスを選択する

5. 表示されている通信インタフェースの初期化ダイアログボックスで，通信相手と
なるWTのGP-IBアドレスを選択します。

Note
GP-IBアドレスの「0」は，PC側で使用するアドレスとして予約されているので，「0」を選択
できません。

GP-IBアドレスを選択してOKをクリックすると，通信相手のWTと通信を開始します。
通信可能であることを自動的に確認したあと，取得データウインドウが表示され，以降
の設定操作や測定実行の操作ができるようになります。

取得データウインドウ

取得データウインドウの詳細な説明は，3.7節をご覧ください。

Note
GP-IBアドレスを選択しOKをクリックして通信を開始したとき，通信相手のWTの電源がONに
なっていて，測定可能な状態になっていないと，通信エラーになります。そのほか，GP-IBア
ドレスが間違っている，または通信相手からの応答がない場合も通信エラーになります。

●通信インタフェースを選択する(WT1600のみ選択可能）

6. GPIBまたはEthernetのどちらかを選択します。

GP-IBを選択した場合は，操作5へ進んでください。
Ethernetを選択した場合は，操作7へ進んでください。

2.5　ソフトウエアを起動する/終了する
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7. 表示されているConnect ionダイアログボックスで通信相手となるWTのIP
Address，User Name，Passwordを設定します。

OKをクリックすると，通信相手のWTと通信を開始します。通信可能であることを自動
的に確認したあと，取得データウィンドウが表示され，以降の設定操作や測定実行の操
作ができるようになります。

取得データウインドウ

取得データウインドウの詳細な説明は，3.7節をご覧ください。

Note
Connectionダイアログボックス内を設定し，OKをクリックして通信を開始したとき，通信相
手のWTの電源がONになっていて，測定可能な状態になっていないと，通信エラーになりま
す。そのほか，IP Address，User Name，Passwordが間違っている，または通信相手からの
応答がない場合も通信エラーになります。

ソフトウエアを終了する
ファイル > 終了を選択するか，高調波測定ソフトウエアウインドウ(メインウインドウ)
の右上にある をクリックします。本ソフトウエアが終了します。

2.5　ソフトウエアを起動する/終了する
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解　　説

ショートカットがスタートメニューのプログラムフォルダの中にあります。それを選択し
て本ソフトウエアを起動できます。本ソフトウエアは，前述のインストール時に設定した
インストール先に保存されています。

●規格の選択

高調波を測定する場合はIEC61000-3-2を選択します。
電圧変動/フリッカ測定をする場合はIEC61000-3-3を選択します。

●WT機種の選択

WT1600，WT2000またはWT3000*を選択できます。
WT3000を使用する場合は，WT3000用の高調波ソフトウエアユーザーズマニュアル
IM761921-02をご覧ください。
* WT3000に対応している本ソフトウエアのバージョンは，3.01以降です。

・WT1600

通信モードの選択により，WT1600とオンライン，またはWT1600とオンライン時
に保存された測定データや設定情報を読み込むことができます。

・WT2000

通信モードの選択により，WT2000とオンライン，またはWT2000とオンライン時
に保存された測定データや設定情報を読み込むことができます。

●通信モードの選択

OnlineまたはOfflineのどちらかを選択できます。
・Online

オンラインを選択した場合は，通信相手のWTのGP-IBアドレスを選択する必要があ
ります。(WT機種の選択でWT1600を選択した場合は，通信インタフェースを選択
する必要があります。）

・Offline

オフラインを選択した場合は，WTとの通信はできません。すでに保存されている測
定データや設定情報を読み込んで，データを表示したり印刷することができます。
3.9節に進んで操作を継続してください。

●通信インタフェースの選択

・GP-IB

通信相手となるWT1600のGP-IBアドレスを選択する必要があります。
・ Ethernet

通信相手となるWT1600の IP Address，User Name，Passwordを設定する必要
があります。

●通信アドレスの選択

・GP-IB

・通信相手となるWTのGP-IBアドレスを選択できます。
選択範囲：1～30

・ Ethernet

・通信相手となるWTのIPアドレスを設定します。
設定範囲：0. 0. 0. 0 ～255. 255. 255. 255

・通信相手となるWTのUser Name，Passwordを設定できます。
WT1600本体で設定可能な文字

●通信の開始

通信アドレスを選択して「OK」をクリックすると，通信相手のWTと通信を開始しま
す。

2.5　ソフトウエアを起動する/終了する
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3.1 通信インタフェースの初期化(WT1600）

操　　作
1. 通信 > 通信インタフェースの初期化を選択します。通信インタフェースの初期

化ダイアログボックスが表示されます。

2. 通信インタフェースを選択します。

GP-IBを選択した場合は，操作3に進んでください。
Ethernetを選択した場合は，操作4に進んでください。

3. 操作2で，GP-IBを選択した場合，対象機器(通信相手)となるWTのGP-IBアドレ
スを選択します。

Note
GP-IBアドレスの「0」は，PC側で使用するアドレスとして予約されているので，「0」を選択
できません。

4. 操作2で，Ethe rne tを選択した場合，対象機器(通信相手)となるWTのIP
Address，User Name，Passwordを設定します。

解　　説
通信モードをオフラインモードからオンラインモードに変えるとき，対象機器(通信相手)
となるWTの通信インタフェースを選択する必要があります。

通信アドレスの選択

GP-IB
・対象機器となるWTのGP-IBアドレスを選択できます。
選択範囲：1～30

Ethernet
・対象機器となるWTのIPアドレスを設定します。
設定範囲：0, 0, 0, 0 ～ 255, 255, 255, 255

・対象機器となるWTのUser Name，Passwordを設定します。
WT本体で設定可能な文字

第3章 判定対象となる測定データ/波形データの取得と読み込み
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3.2 通信インタフェースの初期化(WT2000）

操　　作

1. 通信 > 通信インタフェースの初期化を選択します。通信インタフェースの初期
化ダイアログボックスが表示されます。

2. 対象機器(通信相手)となるWTのGP-IBアドレスを選択します。

Note
GP-IBアドレスの「0」は，PC側で使用するアドレスとして予約されているので，「0」を選択
できません。

解　　説

通信モードをオフラインモードからオンラインモードに変えるとき，対象機器(通信相手)
となるWTのGP-IBアドレスを選択する必要があります。

通信アドレスの選択

対象機器となるWTのGP-IBアドレスを選択できます。
選択範囲：1～30
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3.3 オンラインモードにする

操　　作

3.1，3.2節の操作で，対象機器に対する設定をしてから，下記の操作を続けてくださ

い。

通信 > オンラインを選択します。対象機器(通信相手)となるWTと通信を開始し
ます。

本ソフトウエアのウインドウのステータスバーで，オンラインになっていること
を確認してください。

オンライン

Note
通信を開始したとき，通信相手のWTの電源がONになっていて，測定可能な状態になっていな
いと，通信エラーになります。そのほか，GP-IBアドレス，IPアドレス，User Name，
Passwordが間違っている，または通信相手からの応答がない場合も通信エラーになります。

解　　説

通信モードをオフラインモードからオンラインモードに変えるとき，対象機器(通信相手)
となるWTに対する設定をしてから，オンラインのメニューを選択してください。オンラ
インのメニューを選択すると，対象機器となるWTと通信を開始します。通信を開始する
と，WT本体の高調波を測定する条件を本ソフトウエア内に読み込みます。
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3.4 WTの測定条件を設定する

操　　作

設定 > WT設定を選択します。WT設定ダイアログボックスが表示されます。ツー
ルバーのSetup > WT設定を選択しても同じです。対象機器(通信相手)となるWT
の測定条件を設定できます。

解　　説

GP-IBインタフェースまたはイーサネットインタフェース(WT1600オプション)を介し
て，本ソフトウエアからWTの測定条件を設定することができます。設定内容について
は，8章の「WTの測定条件の設定」をご覧ください。
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3.5 測定モードを高調波測定モードにする

操　　作

1. 設定 > 測定モード設定を選択します。測定モード設定ダイアログボックスが表
示されます。ツールバーの をクリックしても同じです。

2. 高調波測定モードを選択します。
3. OKをクリックします。取得データウインドウが表示されます。

取得データウインドウの詳細については，3.7節をご覧ください。

解　　説

高調波の測定データをWTから取得して，IEC規格(1.3節参照)に沿った判定をするには，
測定モードを高調波測定モードにする必要があります。判定結果や測定データを表示する
機能については，4章をご覧ください。

測定モード

測定モードには，次の3種類があります。

・高調波測定モード

高調波の測定データをWTから取得して，IEC規格(1.3節参照)に沿った判定をする
モードです。通信モードがオンラインのときはWTで高調波を測定しながら，オフラ
インのときはファイルから読み込んだ測定データに対して，IEC規格に沿った判定が
できます。

・高調波観測モード

WTで高調波を測定しながら高調波の変動をバーグラフや数値リストで観測できま
す。通信モードがオンラインのときだけ選択できます。

・波形観測モード

WTで高調波を測定しながら測定波形を観測できます。通信モードがオンラインのと
きだけ選択できます。

Note
測定モードを切り替えると，それまで取得または読み込んでいたデータはすべて消去されま
す。高調波測定モードで取得したデータは，測定モードを切り替える前に保存(6.1節参照)され
ることをおすすめします。



3-6 IM 761921-01

3.6 規格・測定環境を設定する

操　　作

1. 設定 > 規格・測定環境設定を選択します。規格・測定環境設定ダイアログボッ
クスが表示されます。ツールバーのSetup > 規格・測定環境設定を選択しても同
じです。

2. 適用規格の規定に従って，規格・測定環境設定ダイアログボックスのEvaluate
Classの項で，A，B，C，Dの中から対象機器のクラスを選択します。
選択したクラスによって，設定内容が異なります。

●クラスAまたはBを設定する

下図の説明に従って，設定してください。

限度値を適用する電力の下限を選択
50W，75W，None，Infinityから選
択します。対象機器の有効電力が選
択した電力未満のときは，限度値が
適用されません。

電源電圧の設定
対象機器の相電圧または線間電圧を設
定します。数値入力もできます。設定
した電圧に従って，限度値が換算され
ます。
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●クラスCを設定する

下図の説明に従って，設定してください。
・機器の有効電力が25Wを超える場合(>25W)

基本波電流と力率の測定

対象機器の負荷を最大にして， 　  をクリックし
ます。基本波電流と力率が測定され，その値が表
示されます。(オンライン時のみ)

電源電圧の設定
対象機器の相電圧または線間電圧を設定します。数値入力もできま
す。設定した電圧に従って，限度値が換算されます。

基本波の電流値
WTの入力エレメント(e1はエレメント1，
e2はエレメント2，e3はエレメント3)ご
とに，測定された基本波の電流値が表示
されます。数値入力もできます。

力率
測定された力率が表示
されます。数値入力も
できます。

・機器の有効電力が25W以下の場合(<=25W)

クラスDの電力比例限度値を適用して判定するか，3次と5次の高調波の状態で判定
するかのどちらかを選択できます。

基本波電流の測定

対象機器の負荷を最大にして， 　  をクリックし
ます。基本波電流が測定され，その値が表示され
ます。(オンライン時のみ)数値入力もできます。

電力の選択
クラスDの電力比例限度値を適用するとき
に，対象機器の測定時の電力の最大値を
使うか，または指定する電力値を使うか
を選択します。

クラスDの電力比例限度値を適用して
判定するとき

3次と5次の高調波の状態で
判定するとき

電源電圧の設定
対象機器の相電圧または線間電圧を設
定します。数値入力もできます。設定
した電圧に従って，限度値が換算され
ます。

電源電圧の設定
対象機器の相電圧または線間電圧を設
定します。数値入力もできます。設定
した電圧に従って，限度値が換算され
ます。

3.6　規格・測定環境を設定する
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● クラスDを設定する

下図の説明に従って，設定してください。

限度値を適用する電力の下限を選択
50W，75W，None，Infinityから選
択します。対象機器の有効電力が選
択した電力未満のときは，限度値が
適用されません。

電源電圧の設定
対象機器の相電圧または線間電圧を設定
します。数値入力もできます。設定した
電圧に従って，限度値が換算されます。

電力の選択
クラスDの電力比例限度値を適用するとき
に，対象機器の測定時の電力の最大値を
使うか，または指定する電力値を使うか
を選択します。

解　　説

高調波の測定データをWTから取得して，IEC規格(1.3節参照)に沿った測定/判定をするに
は，適用規格の規定に従って対象機器のクラスを選択し，それぞれのクラスで判定条件を
設定する必要があります。ここでは，クラスごとの判定条件の切り替え操作について説明
します。規格に規定されているクラス分けの基準や，クラスごとの高調波の限度値につい
ては，1.3節または適用規格の文書をご覧ください。

●規格(Regulation)

本ソフトウエアは，IEC規格(1.3節参照)に沿った測定/判定ができます。この項目は切
り替えできません。

●クラス(Evaluate Class)

規格に規定されているクラス分けの基準に沿って，A，B，C，Dの中からクラスを選択
してください。ここで選択したクラスによって設定内容が異なります。

●クラスAの設定

・電源電圧の選択

対象機器の電源電圧を選択または数値入力できます。結線方式が単相2線式
(1P2W)，単相3線式(1P3W)，および三相4線式(3P4W)のときは相電圧を選択/数値
入力し，結線方式が三相3線式(3P3W)または3電圧3電流計法(3V3A)のときは線間電
圧を選択/数値入力してください。設定した電圧に従って，限度値が換算されます。
*機種よっては，「相」を意味する表記として，「P」ではなく「ø」を表記する場合があります。

・限度値を適用する電力の下限を選択

50W，75W，None，Infinityから選択します。対象機器の有効電力が選択した電力
未満のときは，限度値が適用されません。

3.6　規格・測定環境を設定する
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●クラスBの設定

設定内容はクラスAと同じです。適用される限度値がクラスAの1.5倍になります。

●クラスCで，機器の有効電力が25Wを超える場合(>25W)の設定

・電源電圧の選択

クラスAと同じです。
・基本波電流と力率の測定

限度値を規定するために必要な，対象機器の基本波電流と力率を測定してくださ
い。対象機器の負荷を最大にして，測定してください。
基本波の電流値の表示

WTの入力エレメント(e1はエレメント1，e2はエレメント2，e3はエレメント3)ご
とに，測定された基本波の電流値が表示されます。数値入力もできます。
力率の表示

測定された力率が表示されます。数値入力もできます。

●クラスCで，機器の有効電力が25W以下の場合(<=25W)の設定

次の「クラスDの電力比例限度値」または「3次と5次の高調波の状態」のどちらかに満
足することが，規定されています。
・クラスDの電力比例限度値を適用して判定するとき

クラスDと同じ電力比例限度値が適用されます。
電源電圧の選択

クラスAと同じです。
電力の選択

対象機器の測定時の電力の最大値を使うか，または指定する電力値を使うかを選択
できます。

・ 3次と5次の高調波の状態で判定するとき

電流の基本波に対する3次と5次の高調波の比率と，電圧の基本波形と電流波形の関
係(1-9ページ参照)が規定されています。
電源電圧の選択

クラスAと同じです。
基本波電流の測定

限度値を規定するために必要な，対象機器の基本波電流を測定してください。対象
機器の負荷を最大にして，測定してください。
基本波の電流値の表示

WTの入力エレメント(e1はエレメント1，e2はエレメント2，e3はエレメント3)ご
とに，測定された基本波の電流値が表示されます。数値入力もできます。

●クラスDの設定

・電源電圧の選択

クラスAと同じです。
・電力の選択

対象機器の測定時の電力の最大値を使うか，または指定する電力値を使うかを選択
できます。

・限度値を適用する電力の下限を選択

50W，75W，None，Infinityから選択します。対象機器の有効電力が選択した電力
未満のときは，限度値が適用されません。

3.6　規格・測定環境を設定する
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3.7 測定時間を設定する

操　　作

1. 設定 > 測定時間設定を選択します。測定時間設定ダイアログボックスが表示さ
れます。ツールバーのSetup > 測定時間設定を選択しても同じです。

2. 測定時間を設定します。

解　　説

測定時間

測定時間は，測定開始から測定終了までの時間です。高調波を測定する時間をあらかじ
め設定できます。設定した時間だけ連続して高調波を測定できます。時間の経過ととも
に発生する高調波に変動がある機器を測定するとき，または，機器を長時間稼働させて
も，発生する高調波に変動がないことを確認するときなどに，測定時間を変えて測定で
きます。

設定範囲：0時間0分1秒～24時間0分0秒，1秒単位で設定可能。
・ 24時間を超える時間を設定すると，エラーになります。
・ 0時間0分0秒を設定して測定を開始すると，メニューで「測定終了」を選択するか，
ツールバーの「Stop」をクリックするまで測定を続けます。

Note
本ソフトウェアをインストールしたPCの環境により，動作メモリが充分に確保できない場合，
確保できたメモリ分以上の時間を設定するとエラーが表示されます。この場合，他のアプリ
ケーションを終了するか，PCに実装されているメモリを増設するなどの対応を行うことによ
り，設定できる時間の上限が拡大されます。
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3.8 測定を開始する(測定データ/波形データの取得)/終
了する

操　　作

測定を開始して測定データを取得するには，通信モードがオンラインモードになってい

て，測定モードが高調波測定モードになっていることが必要です。

●測定を開始する

測定 > 測定開始を選択します。WTで測定した高調波の測定データの取得を開始
します。取得した測定データが，取得データウインドウ(後述の解説参照)に表示
されます。ツールバーの をクリックしても同じです。

●測定を終了する

・自動終了させるとき

あらかじめ設定されている測定時間が経過すると，自動的に測定が終了します。

・強制終了させるとき

測定 > 測定終了を選択します。WTが測定途中の場合は，測定が正常に終了して
データの取得が終わった時点で測定終了になります。ツールバーの をクリック
しても同じです。

解　　説

測定の開始/終了

オンラインモードのときに測定を開始できます。オフラインモードでは測定を開始でき
ません。高調波測定モードのときに測定を開始すると，WTで測定した高調波の測定
データの取得を開始します。設定されている測定時間が経過すると，自動的に測定を終
了します。設定されている測定時間経過前に，強制的に測定を終了させることもできま
す。測定終了直後に波形データを取得します。
測定したデータや判定結果を表示する機能については，4章をご覧ください。

Note
高調波観測/波形観測モードのときに測定を開始すると，WTで測定した高調波の測定データま
たは波形データの取得を開始します。これらのモードは，高調波や波形の状態を観測するため
のもので，高調波測定モードのように規格に適合しているかどうかの判定はしていません。こ
れらのモードで測定とデータの取得を終了するには，「Stop」をクリックします。詳細につい
ては，5章をご覧ください。
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取得(測定)データウインドウの表示内容
測定(取得)データ番号
基本周波数16周期分ごとの高調波の測定データが，高調波測定1回分のデータ(瞬時値)です。これ
を本ソフトウエアが取得して，測定データとして表示します。この例では，472個のデータを取得
し，そのうちの1番目の測定データが表示されていることを示しています。

取得時間
測定データが取得された時間を示します。この例では，1番目の測定データ
を取得した時間(0.32 s)を表示しています。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい測定データを選択できます。取得時間と測定データの
番号が，スライダの動きに連動して変わります。

Up/Downボタン
マウスでクリックして，表示される測定データを1つずつ選択
できます。取得時間，測定データ番号，およびスライダの位
置が，Up/Downボタンを押すたびに連動して変わります。

高調波の次数(1～40次まで)
各次数の電圧値(実効値)

各次数の電流値(実効値)

動作中のWT機種

PLLソースの基本波の周波数

有効電力
1～40次までのすべての有効電力の和

電圧の高調波ひずみ率
電圧の基本波に対する全高調波電圧の割合

電流の高調波ひずみ率
電流の基本波に対する全高調波電流の割合

全高調波電流
2～40次までの高調波電流の総和(実効値)

21次以上の奇数次高調波電流の総和
この例では，測定データ1番目の値を表示

21次以上の奇数次高調波電流の総和(最大値)
この例では，472個の測定データのうちの最大
値を表示

測定を開始してからの経過時間
(測定中に表示)

あらかじめ設定している測定時間

オンラインかオフラインかの状態を表示

電流基本波に対する各次数の電流の位相角
ただし，1次の行に表示される位相角(この例では，9.974ﾟ(deg))は
電圧基本波に対する電流基本波の位相角

WTの入力エレメント
WTの結線方式の設定によ
って，表示される入力エ
レメントが変わります。

3.8　測定を開始する(測定データ/波形データの取得)/終了する
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3.9 オフラインモードにする(オンラインモードからオ
フラインモードにする)

操　　作

通信 > オフラインを選択します。対象機器(通信相手)との通信が切断され，「通
信を終了しました」のメッセージが表示されます。

本ソフトウエアのウインドウのステータスバーで，オフラインになっていること
を確認してください。

オフライン

解　　説

通信モードをオンラインモードからオフラインモードに変えると，対象機器(通信相手)と
の通信が切断されます。オフラインモードでは，すでにファイルに保存されている測定
データを読み込んで，IEC規格(1.3節参照)に沿った判定ができます。判定結果や測定デー
タを表示する機能については，4章をご覧ください。

Note
通信モードをオフラインモードからオンラインモードに戻すときは，3.1節，3.2節，3.3節の
説明に従って操作してください。
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3.10 設定情報/測定データ/波形データを読み込む

操　　作
Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのときは，設定情報/測定データ/波形データの読み
込みができません。

・ 設定情報を読み込み中にエラーが発生した場合は，設定を初期値に戻します。
・ 設定情報/測定データ/波形データを読み込み中にエラーが発生した場合は，正しく読み込まれ
ていない場合があります。ファイル名や拡張子を確認のうえ，再度，読み込みをしてくださ
い。

・ 測定中は，設定情報/測定データ/波形データの読み込みはできません。

●設定情報を読み込む

1. ファイル > 読み込み > 設定情報を読み込むを選択します。ファイルを開くダイ
アログボックスが表示されます。ツールバーのLoad > 設定情報を読み込むを選
択しても同じです。

2. ファイルを選択して，開くをクリックします。選択したファイルの設定情報が読
み込まれます。

●測定データ/波形データ/設定情報を読み込む

測定モードが高調波測定モードのときに，測定データ/波形データ/設定情報の読み込み
ができます。
1. ファイル > 読み込み > 測定データを読み込むを選択します。ファイルを開くダ

イアログボックスが表示されます。ツールバーのLoad > 測定データを読み込む
を選択しても同じです。
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3.10　設定情報/測定データ/波形データを読み込む

2. ファイルを選択して，開くをクリックします。選択したファイルの測定データ/波
形データ/設定情報が読み込まれます。

解　　説

●設定情報の読み込み

6.1節で保存された設定情報を読み込めます。
・読み込む対象となる拡張子は，「.cfg」です。
・設定情報の内容は，次のとおりです。
・測定モード(3.5節参照)
・規格・測定環境の設定(3.6節参照)
読み込んだ判定条件で，WTから取得したりファイルから読み込んだ測定データ
を判定できます。

・測定時間(3.7節参照)
・表示設定(4章，5章)
・報告書のタイトル/コメント(7.2節参照)
読み込んだタイトルやコメントを付けて，WTから取得したりファイルから読み
込んだ測定データの報告書を保存/印刷できます。保存/印刷の操作については，
7章をご覧ください。

●測定データ/波形データ/設定情報の読み込み

・ 6.1節で保存された測定データ/波形データ/設定情報を読み込めます。
・測定モードが高調波測定モードのときに，読み込みができます。
・ファイルを開くダイアログボックスで，拡張子が「.bt1，.bt2，.bt3および.bt4」の
どれか1つのファイルを選択して読み込みを実行すると，同じディレクトリに保存さ
れていて同じファイル名の下表のすべてのファイルからデータが読み込まれます。

データの種類 拡張子

WT2000 入力エレメント1の測定データ .bt1

入力エレメント2の測定データ .bt2

入力エレメント3の測定データ .bt3

入力エレメント間で共通の測定データ .bt4

入力エレメント1の波形データ .bw1

入力エレメント2の波形データ .bw2

入力エレメント3の波形データ .bw3
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データの種類 拡張子

WT1600* 取得データウィンドウ左側の測定データ .bt1

取得データウィンドウ中央の測定データ .bt2

取得データウィンドウ右側の測定データ .bt3

入力エレメント間で共通の測定データ .bt4

取得データウィンドウ左側の波形データ .bw1

取得データウィンドウ中央の波形データ .bw2

取得データウィンドウ右側の波形データ .bw3

WT本体の高調波の測定条件(WT2000，WT1600共通) .inf
・ 通信モードがオンラインモードのときは，読み込んだファイルの高調波の測定条件の情報が本
ソフトウエアの「WT設定」(8章参照)に反映され，WT本体に送信されます。送信された高調
波の測定条件が送信先のWT本体の機器構成と合わない場合は，エラーメッセージを表示しま
す。接続されているWT本体の機器構成を確認してください。

・ 通信モードがオフラインモードのときは，読み込んだファイルの高調波の測定条件の情報が本
ソフトウエアの「WT設定」に反映され，WT本体には送信されません。オフラインモードから
オンラインモードにしたとき，高調波の測定条件の情報がWT本体から本ソフトウエアに読み
込まれます。

規格/判定などの設定情報(WT2000，WT1600共通) .cfg
上記の「設定情報」と同じ情報。

*：WT1600の場合

取得データウインドウ左側 取得データウインドウ中央 取得データウインドウ右側
ここに表示されているエレメントの
測定データ　.bt1
波形データ　.bw1

ここに表示されているエレメントの
測定データ　.bt2
波形データ　.bw2

ここに表示されているエレメントの
測定データ　.bt3
波形データ　.bw3

3.10　設定情報/測定データ/波形データを読み込む
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4.1 全測定時間内の判定結果を表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。適用規格の限度値内かどうかは，WTの結線方式で設定されている
入力エレメントすべてを考慮して判定されます。ここでは，WT2000の結線方式を単相2
線式(1P2Wまたは1ø2W，機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，
入力エレメントを1つにしたときの操作について説明します。

1. 表示 > 全判定グラフ > エレメント1を選択します。測定値判定グラフ(エレメン
ト1)ウインドウが表示されます。ツールバーのView > 全判定グラフ > エレメン
ト1を選択しても同じです。

2. スクロールバーで，表示する時間帯を設定します。設定した時間帯の判定グラフ
が表示されます。

判定グラフ
測定されたデータのうち，時間幅150秒間の判定結果が表示されます。各次数の
判定内容によって，色別に表示されます。表示範囲バーで表示する時間帯を変え
ると，その変化に従って判定グラフに表示される時間帯が変わります。判定グラ
フの時間幅150秒は変わりません。

表示範囲バー
スクロールバーで設定した時間帯が，測定時間のどのあたりかを表示できます。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，表示したい時間帯を設
定できます。判定グラフの時間帯がスライダの動きに連動して変わります。測定時間が
150秒より長いときに有効です。

第4章 判定結果や測定データ/波形データの表示
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解　　説

測定時間内のすべての高調波電流データに対して，3.6節「規格・測定環境を設定する」
に従って，限度値内かどうかを判定し，その結果を一括表示できます。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの結線方式で設定されている入力エレメントすべてを考慮し
て，適用規格の限度値内かどうかが判定されます。

●測定値判定グラフウインドウ

判定グラフ
測定されたデータのうち，時間幅150秒間(2.5分間)の判定結果が表示されます。各
次数の判定内容によって，色別に表示されます。表示範囲バーで表示する時間帯を
変えると，その変化に従って判定グラフに表示される時間帯が変わります。判定グ
ラフの時間幅150秒は変わりません。

表示範囲バー
スクロールバーで設定した時間帯が，測定時間のどのあたりかを表示できます。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，表示したい時間帯を設
定できます。判定グラフの時間帯がスライダの動きに連動して変わります。測定時間が
150秒より長いときに有効です。

表示対象の入力エレメントの番号
この例では，入力エレメント1が対
象になっています。

適用規格
本ソフトウエアは，IEC規格に沿っ
た判定ができます。

判定クラス
適用規格のどのクラスの機器かが表
示されます。

判定結果
測定時間内のすべての測定データの
判定が，次ページの青，明るい緑，
水，アクア色であれば，「PASS」
が表示されます。黄，オレンジ，ピ
ンク，赤の判定が1つでもあるとき
は，「FAIL」が表示されます。

PLLソースの基本波の周波数(平均値)
測定されたデータの「PLLソースの
基本波の周波数」の平均値が表示さ
れます。

カーソル
判定グラフ内をマウスでクリックすると，その
データの位置(時間)に，カーソルが移動します

測定時間(設定値)

測定時間判定グラフの時間帯

4.1　全測定時間内の判定結果を表示する
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●判定色

判定グラフ中で表示される判定色の意味合いは，下表のとおりです。表中の1の条件，
2の条件，緩和処置の条件は，以下のとおりです。

・1の条件

測定時間内の高調波電流の最大値が，規定されている限度値の1.5倍以下であるこ
と。次数ごとに判定する。

・ 2の条件

測定時間内の高調波電流の平均値が，規定されている限度値以下であること。次数
ごとに判定する。

・緩和処置の条件

21次以上の部分的な奇数次の高調波電流(POHC：Partial Odd Harmonic Current)
の総和の最大値が，規定されている限度値のPOHC未満のときは，21次以上の奇数
次高調波電流の平均値は，規定されている限度値の1.5倍の値まで許容される。

青
1と2の条件のどちらも満たしている。または，適用する限度値が規定されていない。
(適用する限度値が規定されていない場合，4.2節のバーグラフ表示のときだけ，白になりま
す。)

明るい緑
・ 1の条件を満たしている。
・ 2の条件を満たしていない。
・ 緩和処置の条件を満たしている。

黄
・ 1の条件を満たしている。
・ 2の条件を満たしていない。
・ 緩和処置の条件を満たしていない。

オレンジ(橙)
・ 1の条件を満たしていない。
・ 2の条件を満たしている。

ピンク(桃)
・ 1の条件を満たしていない。
・ 2の条件を満たしていない。
・ 緩和処置の条件を満たしている。

赤
1，2および緩和処置の条件のどれも満たしていない。

水
電流実効値の平均値の0.6％または5mAのどちらか大きい方より測定データが小さく，限度値
の適用除外であるため，判定していない。

アクア
・ 1，2および緩和処置の条件のどれも満たしていない。
・ 有効電力の最大値が，限度値を適用する電力の下限(75Wまたは50W)以下かInfinityに設定され
ているため，限度値の適用除外。

* 判定色の名称に，Microsoft WordまたはExcelでの色見本の名称を使用しています。

測定時間内のすべての測定データが，上記の青，明るい緑，水，アクア色の判定であれ
ば，測定値判定グラフウインドウの判定結果に「PASS」が表示されます。黄，オレン
ジ，ピンク，赤の判定が1つでもあるときは，判定結果に「FAIL」が表示されます。

4.1　全測定時間内の判定結果を表示する
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● 測定値判定グラフの便利な使い方

測定値判定グラフで，気になる測定データの部分を選択して，そのデータの瞬時値を
バーグラフやリスト表示できます。下記に，入力エレメント1の高調波電流のバーグラ
フを表示する例について説明します。

1. 測定値判定グラフで，気になる部分をマウスでクリックします。カーソルがク
リックしたデータの位置(時間)に移動します。

マウスのポインタを置いてクリックした位置(時
間)にカーソルが移動します。

カーソル

カーソルの位置(時間)
を表示

2. メニューで，表示 > 高調波電流バーグラフ > 瞬時値 > エレメント1を選択しま
す。このときにカーソルが移動している位置(時間)の高調波電流の瞬時値が，
バーグラフ表示されます。
バーグラフ表示の詳細な説明については，4.2節をご覧ください。

カーソルの位置(時間)と同じ時間を表示

4次の高調波成分のレベルが異なっていて，
判定が青色から水色に変わっている部分

4.1　全測定時間内の判定結果を表示する
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4.2 高調波電流/電圧をバーグラフ表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。適用規格の限度値内かどうかは，WTの結線方式で設定されている
入力エレメントすべてを考慮して判定されます。ここでは，WT2000の結線方式を単相2
線式(1P2Wまたは1ø2W，機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，
入力エレメントを1つにしたときの操作について説明します。

高調波電流をバーグラフ表示する
表示 > 高調波電流バーグラフ > 最大値，平均値および瞬時値のどれか > エレメ
ント1を選択します。高調波電流バーグラフ(エレメント1)ウインドウが表示され
ます。ツールバーのView > 高調波電流バーグラフ > 最大値，平均値および瞬時
値のどれか > エレメント1を選択しても同じです。

　

表示例-高調波電流瞬時値バーグラフ(エレメント1)
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● Y軸(電流の大きさ)目盛りを選択する

・ Y軸目盛りの種類を選択する

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択します。

・倍率を選択する

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1
のどれかを選択します。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択し
ます。

・百分率表示にする

百分率表示チェックボックスを選択します。Y軸目盛り，THC，POHC，POHC
最大値およびPOHC限度値がパーセント表示になります。設定基本電流(クラスC
の判定をするときにあらかじめ設定している基本波電流-3.6節参照)の値を100％
として，電流の各次数成分の含有率をバーグラフで表示できます。

Note
百分率表示チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになっています。対象機器が
クラスCで，比率で限度値の判定をするようなときに百分率表示チェックボックスが選択でき
るようになります。

●限度値を表示する

限度値を表示チェックボックスを選択します。適用規格で規定された限度値が，
次数ごとに黄色のバーで表示されます。

黄色いバーで限度値を表示

4.2　高調波電流/電圧をバーグラフ表示する
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●瞬時値を選択する

高調波電流瞬時値バーグラフウインドウで，スクロールバーを使って，表示する
瞬時値を選択します。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動き
に連動して変わります。

高調波電圧をバーグラフ表示する
表示 > 高調波電圧バーグラフ > 最大値，平均値および瞬時値のどれか > エレメ
ント1を選択します。高調波電圧バーグラフ(エレメント1)ウインドウが表示され
ます。ツールバーのView > 高調波電圧バーグラフ > 最大値，平均値および瞬時
値のどれか > エレメント1を選択しても同じです。

　

高調波電圧バーグラフウインドウでの操作は，高調波電流バーグラフウインドウ
での操作と同じです。ただし，電圧は限度値と比較し判定する必要がないので，
百分率表示や限度値表示の操作はありません。判定結果は表示されません。

4.2　高調波電流/電圧をバーグラフ表示する
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解　　説

測定時間内のすべての高調波データに対して，3.6節「規格・測定環境を設定する」に従っ
て，限度値内かどうかを判定し，その結果をバーグラフ表示できます。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの結線方式で設定されている入力エレメントすべてを考慮し
て，適用規格の限度値内かどうかが判定されます。

ここでは，高調波電流のバーグラフを例にして説明します。高調波電圧のバーグラフにつ
いては，本説明の「高調波電流」を「高調波電圧」に読み替えてご覧ください。ただし，
電圧は限度値と比較し判定する必要がないので，判定結果，百分率表示および限度値表示
の説明は該当しません。

●高調波電流バーグラフウインドウ

スクロールバー(最大値，平均値のときは表示されません。)
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動き
に連動して変わります。

取得時間(最大値，平均値のときは表示されません。)
測定データが取り込まれた時間を示します。この例では，1番目の測定デー
タを取得した時間(0.32s)を表示しています。

ウインドウタイトル
高調波電流の最大値を表示するウインドウのときは「高調波電流最大値バーグラフ
」，平均値を表示するときは，「高調波電流平均値バーグラフ」，瞬時値を表示す
るときは「高調波電流瞬時値バーグラフ」というタイトルになります。

黄色いバーで限度値を表示

Y軸目盛りの選択

・ エレメント

表示対象の入力エレメントの番号。この例では，入力エレメント1が対象になっています。

・ 規格

適用規格。本ソフトウエアは，IEC規格に沿った判定ができます。

・ クラス

判定クラス。適用規格のどのクラスの機器かが表示されます。

・ 判定結果
測定時間内のすべての測定データの判定が，4-3ページの青，明るい緑，水，アクア色の判定
であれば，「PASS」が表示されます。4-3ページの黄，オレンジ，ピンク，赤の判定が1つで
もあるときは，「FAIL」が表示されます。

4.2　高調波電流/電圧をバーグラフ表示する
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・ レンジ

WT設定(8章参照)で選択している測定レンジ。

・ 周波数

PLLソースの基本波の周波数。
・ 高調波電流最大値バーグラフ(またはリスト)のときは，測定時間内で高調波電流測定データ
が最大値のときの周波数(PLLソースの基本波の周波数)が表示されます。

・ 高調波電流平均値バーグラフ(またはリスト)のときは，測定時間内すべての周波数(PLLソー
スの基本波の周波数)の平均値が表示されます。

・ 高調波電流瞬時値バーグラフ(またはリスト)のときは，測定時間内の個々の測定データの周
波数(PLLソースの基本波の周波数)が表示されます。

・ 電圧値(rms)

k = 1

40

U(k)2

U(k)：各次数の電圧実効値，k：高調波の次数

・ 電流値(rms)

k = 1

40

I(k)2

I(k)：各次数の電流実効値，k：高調波の次数

・ 有効電力

k = 1

40

P(k)

P(k)：各次数の有効電力，k：高調波の次数

・ 皮相電力

電圧値(rms)×電流値(rms)

・ 力率

×100
有効電力

皮相電力
多相機器の場合は，全相分の有効電力と皮相電力から求めた力率になります。結線方式
によって，全相分の有効電力と皮相電力の演算式(次ページ参照)が異なります。

・ V THD

k = 2

40

U(k)2

U(1)
×100

U(k)：各次数の電圧実効値，k：高調波の次数，U(1)：電圧の基本波の実効値

・ A THD

k = 2

40

I(k)2

I(1)
×100

I(k)：各次数の電流実効値，k：高調波の次数，I(1)：電流の基本波の実効値

・ THC

k = 2

40

I(k)2

I(k)：各次数の電流実効値，k：高調波の次数

・ POHC

瞬時値バーグラフ(またはリスト)のときに表示されます。

k = 21, 23

39

I(k)2

I(k)：21以上の奇数次の電流実効値，k：高調波の次数で，21以上の奇数

4.2　高調波電流/電圧をバーグラフ表示する
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・ POHC最大値

最大値と平均値バーグラフ(またはリスト)のときに表示されます。測定時間内の個々の測定デー
タから求められたPOHCの最大値です。この値が次項のPOHC限度値未満であれば，緩和処置
の条件(4-3ページ参照)が適用されます。

・ POHC限度値

k = 21, 23

39

IL(k)2

IL(k)：適用規格で規定されている21以上の奇数次の限度値
k：高調波の次数で，21以上の奇数

・ Sigma W

結線方式によって，全相分の有効電力Sigma Wの演算式が次のように異なります。
WT2000

結線方式 Sigma Wの演算式 全相分の皮相電力

1P2W(1ø2W) 各入力エレメントの有効電力 各入力エレメントの皮相電力

1P3W(1ø3W) W1＋W3 VA1＋VA3

3P3W(3ø3W) W1＋W3 (VA1＋VA3)×  3/2

3V3A W1＋W3 (VA1＋VA2＋VA3)×  3/3
3P4W(3ø4W) W1＋W2＋W3 VA1＋VA2＋VA3

* W1，W2およびW3は，それぞれ入力エレメント1，2および3の有効電力です(前ページの有効
電力の項を参照)。VA1，VA2およびVA3は，それぞれ入力エレメント1，2および3の皮相電
力です。

WT1600

結線方式 Sigma Wの演算式 全相分の皮相電力

1P2W 各入力エレメントの有効電力 各入力エレメントの皮相電力

1P3W W1＋W2 VA1＋VA2

3P3W W1＋W2 (VA1＋VA2)×  3/2
3V3A W1＋W2 (VA1＋VA2＋VA3)×  3/3
3P4W W1＋W2＋W3 VA1＋VA2＋VA3

* W1，W2およびW3は，取得データウィンドウにおいて，該当する位置に表示される有効電力
です。VA1，VA2およびVA3は，取得データウィンドウにおいて，該当する位置に表示される
皮相電力です。

Note
・ クラスCまたはDが適用される多相機器で電力比例限度値を適用する場合，その相分(三相の場
合は三相分)を加算した有効電力(Sigma W)から求めた1Wあたりの高調波電流と電力比例限度
値を比較し判定します。

・ Sigma Wが600Wを超える機器は，規格上ではクラスAの機器になります。本ソフトウエアで
は，規格・測定環境の設定(3.6節参照)で選択したクラスで判定しますのでご注意ください。

・ 設定有効電力，設定基本電流，設定力率

設定有効電力には，クラスCまたはDの判定をするときにあらかじめ設定している電力の値(3.6
節参照)が表示されます。
設定基本電流と設定力率には，クラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波電
流と力率の値(3.6節参照)がそれぞれ表示されます。

Note
「百分率表示」チェックボックスを選択すると，Y軸目盛り，THC，POHC，POHC最大値お
よびPOHC限度値がパーセント表示になります。

●限度値の表示

・「限度値を表示」チェックボックスを選択すると，適用規格で規定された限度値
が，次数ごとに黄色のバーで表示されます。

・限度値は高調波電流にだけ適用されます。

4.2　高調波電流/電圧をバーグラフ表示する
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・対象機器がクラスCで25W以下の限度値のように，3次と5次の高調波の含有率で規
定されている場合は，クラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波電
流(3.6節参照)の値を100％として，3次と5次の高調波の含有率から換算した電流値
の大きさのバーが表示されます。

●バーグラフの種類と表示内容

高調波電流バーグラフには，最大値バーグラフ，平均値バーグラフおよび瞬時値バーグ
ラフの3種類があります。バーグラフによって異なる内容の表示項目についてだけ，そ
の意味合いを説明します。
・最大値バーグラフで表示されるもの

・次数ごとに表示されるバー
次数ごとに測定時間内の個々の測定データ(瞬時値)を比較し，その中の最大値を
表示します。

・バーグラフの下段に表示される項目
4-8～4-10ページの各項目が表示されます。
項目ごとに測定時間内の個々の測定データから求められた値を比較し，その中の
最大値を表示します。

・限度値のバー
適用規格で規定されている限度値の1.5倍の大きさの黄色いバーが表示されます。

・平均値バーグラフで表示されるもの

・次数ごとに表示されるバー
次数ごとに測定時間内の個々の測定データ(瞬時値)を平均し，その平均値を表示
します。

・バーグラフの下段に表示される測定項目
4-8～4-10ページの各項目が表示されます。
項目ごとに測定時間内の個々の測定データから求められた値を平均し，その平均
値を表示します。

・限度値のバー
適用規格で規定されている限度値の大きさの黄色いバーが表示されます。

・瞬時値バーグラフで表示されるもの

・次数ごとに表示されるバー
次数ごとに測定時間内の個々の測定データ(瞬時値)を表示します。

・バーグラフの下段に表示される測定項目
4-8～4-10ページの各項目が表示されます。
測定時間内の個々の測定データから求められた値を表示します。

・限度値のバー
適用規格で規定されている限度値の1.5倍の大きさの黄色いバーが表示されます。

・瞬時値の選択
スクロールバーを使って，表示する瞬時値を選択できます。

● Y軸(電流の大きさ)目盛りの選択

・ Y軸目盛りの種類

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択できます。

・倍率の選択

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および
*0.1のどれかを選択できます。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択で
きます。

4.2　高調波電流/電圧をバーグラフ表示する
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・「*1.0」のとき，Y軸のLIN目盛りの最大値は，WT設定(8章参照)で選択している
測定レンジの値になります。LOG目盛りの最大値は，測定レンジの1つ上の桁
で，10の整数乗の値になります。

・WT設定でレンジAutoを選択しているときは，測定を実行したときに使用した
WTの測定レンジを基準に上記と同じ考え方で，LINまたはLOG目盛りの最大値が
決まります。

・百分率表示

「百分率表示」チェックボックスを選択すると，Y軸目盛り，THC，POHC，POHC
最大値およびPOHC限度値をパーセント表示にできます。設定基本電流(クラスCの
判定をするときにあらかじめ設定している基本波電流-3.6節参照)の値を100％とし
て，電流の各次数成分の含有率をバーグラフで表示できます。
・ Y軸目盛りの倍率が「*1.0」のとき，Y軸の最大目盛りは「100.00％」になりま
す。

・「百分率表示」チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになってい
ます。対象機器がクラスCで，比率で限度値の判定(1.3節参照)をするようなとき
に百分率表示チェックボックスが選択できるようになります。

・百分率表示は高調波電流にだけ適用されます。
・対象機器がクラスCで25W以下の限度値のように，3次と5次の高調波の含有率で
規定されている場合は，その値の大きさのバーが表示されます。

●バーの表示色

次数ごとに表示されるバーグラフは，測定データの大きさから換算された長さで表示さ
れます。表示色の意味合いは，それぞれ下表のとおりです。

青
限度値を超えていない。

明るい緑(平均値バーグラフにだけ適用)
4-3ページの明るい緑色と同じ条件のとき。

赤
限度値を超えている。

白
適用する限度値が規定されていない。
(基本波や判定の対象にならない次数のバーグラフは，白色になります。)

黄
適用規格で規定されている限度値。

水
電流実効値の平均値の0.6％または5mAのどちらか大きい方より測定データが小さく，限度値
の適用除外であるため，判定していない。

アクア
・ 限度値を超えている。
・ 有効電力の最大値が，限度値を適用する電力の下限(75Wまたは50W)以下かInfinityに設定され
ているため，限度値の適用除外。

* 表示色の名称に，Microsoft WordまたはExcelでの色見本の名称を使用しています。

高調波電圧のバーグラフは白色で表示されます。限度値と比較し判定する必要がありま
せん。

●グラフやリストの相互関係

ある1つの瞬時値を表示するグラフウインドウやリストウインドウで，スクロールバー
を操作して取得時間を選択しそのときの測定データを表示しているとき，別のグラフウ
インドウやリストウインドウも同じ取得時間の測定データを表示します。

4.2　高調波電流/電圧をバーグラフ表示する
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4.3 高調波電流値/電圧値をリスト表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。適用規格の限度値内かどうかは，WTの結線方式で設定されている
入力エレメントすべてを考慮して判定されます。ここでは，WT2000の結線方式を単相2
線式(1P2Wまたは1ø2W，機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，
入力エレメントを1つにしたときの操作について説明します。

高調波電流をリスト表示する
表示 > 高調波電流測定値リスト > 最大値，平均値および瞬時値のどれか > エレ
メント1を選択します。高調波電流リスト(エレメント1)ウインドウが表示されま
す。ツールバーのView > 高調波電流測定値リスト > 最大値，平均値および瞬時
値のどれか > エレメント1を選択しても同じです。

　

表示例-高調波電流瞬時値リスト(エレメント1)
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● 百分率表示にする

百分率表示チェックボックスを選択します。測定値，限度値，THC，POHC，
POHC最大値およびPOHC限度値がパーセント表示になります。設定基本電流(ク
ラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波電流-3.6節参照)の値を
100％として，電流の各次数成分の含有率を測定値と限度値欄に表示できます。

Note
百分率表示チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになっています。対象機器が
クラスCで，比率で限度値の判定をするようなときに百分率表示チェックボックスが選択でき
るようになります。

●瞬時値を選択する

高調波電流測定値リストウインドウで，スクロールバーを使って，表示する瞬時
値を選択します。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動き
に連動して変わります。

4.3　高調波電流値/電圧値をリスト表示する
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高調波電圧をリスト表示する
表示 > 高調波電圧測定値リスト > 最大値，平均値および瞬時値のどれか > エレ
メント1を選択します。高調波電圧リスト(エレメント1)ウインドウが表示されま
す。ツールバーのView > 高調波電圧測定値リスト > 最大値，平均値および瞬時
値のどれか > エレメント1を選択しても同じです。

　

高調波電圧リストウインドウでの操作は，高調波電流リストウインドウでの操作
と同じです。ただし，電圧は限度値と比較し判定する必要がないので，百分率表
示の操作はありません。判定結果，限度値および余裕度は表示されません。

4.3　高調波電流値/電圧値をリスト表示する
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解　　説

測定時間内のすべての高調波データに対して，3.6節「規格・測定環境を設定する」に従っ
て，限度値内かどうかを判定し，その結果をリスト表示できます。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの結線方式で設定されている入力エレメントすべてを考慮し
て，適用規格の限度値内かどうかが判定されます。

ここでは，高調波電流のリストを例にして説明します。高調波電圧のリストについては，
本説明の「高調波電流」を「高調波電圧」に読み替えてご覧ください。ただし，電圧は限
度値と比較し判定する必要がないので，判定結果，百分率表示，限度値および余裕度の説
明は該当しません。

●高調波電流リストウインドウ

スクロールバー(最大値，平均値のときは表示されません。)
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動き
に連動して変わります。

取得時間(最大値，平均値のときは表示されません。)
測定データが取り込まれた時間を示します。この例では，1番目の測定デー
タを取得した時間(0.32 s)を表示しています。

ウインドウタイトル
高調波電流の最大値を表示するウインドウのときは「高調波電流最大値リスト」，
平均値を表示するときは，「高調波電流平均値リスト」，瞬時値を表示するときは
「高調波電流瞬時値リスト」というタイトルになります。

リストウインドウ中にある「エレメント」～「設定力率」までの項目についての説明は，
4.2節「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-8ページ)をご覧ください。

4.3　高調波電流値/電圧値をリスト表示する
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●限度値

・適用規格で規定された限度値が，次数ごとにリスト表示されます。
・限度値は高調波電流にだけ適用されます。
・「百分率表示」チェックボックスを選択すると，設定基本電流(クラスCの判定をす
るときにあらかじめ設定している基本波電流-3.6節参照)の値を100％として，限度
値の各次数成分の含有率を表示できます。

・対象機器がクラスCで25W以下の限度値のように，3次と5次の高調波の含有率で規
定されている場合は，クラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波電
流(3.6節参照)の値を100％として，3次と5次の高調波の含有率から換算した電流値
が表示されます。

●余裕度

限度値までの余裕の度合いを示します。各リストに表示されている限度値と測定値を
使って，次数ごとに下記の式に従って求められます。

×100
限度値－測定値

限度値

●リストの種類と表示内容

高調波電流リストには，最大値リスト，平均値リストおよび瞬時値リストの3種類があ
ります。リストによって異なる内容の表示項目についてだけ，その意味合いを説明しま
す。
・最大値リストで表示されるもの

・次数ごとに表示される測定値
次数ごとに測定時間内の個々の測定データ(瞬時値)を比較し，その中の最大値を
表示します。

・リストの右欄に表示される項目
4-8～4-10ページの各項目が表示されます。
項目ごとに測定時間内の個々の測定データから求められた値を比較し，その中の
最大値を表示します。

・限度値
適用規格で規定されている限度値の1.5倍の値が表示されます。

・平均値リストで表示されるもの

・次数ごとに表示される測定値
次数ごとに測定時間内の個々の測定データ(瞬時値)を平均し，その平均値を表示
します。

・リストの右欄に表示される項目
4-8～4-10ページの各項目が表示されます。
項目ごとに測定時間内の個々の測定データから求められた値を平均し，その平均
値を表示します。

・限度値
適用規格で規定されている限度値が表示されます。

4.3　高調波電流値/電圧値をリスト表示する
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・ 瞬時値リストで表示されるもの

・次数ごとに表示される測定値
次数ごとに測定時間内の個々の測定データ(瞬時値)を表示します。

・リストの右欄に表示される項目
4-8～4-10ページの各項目が表示されます。
測定時間内の個々の測定データから求められた値を表示します。

・限度値
適用規格で規定されている限度値の1.5倍の値が表示されます。

・瞬時値の選択
スクロールバーを使って，表示する瞬時値を選択できます。

●百分率表示

「百分率表示」チェックボックスを選択すると，THC，POHC，POHC最大値および
POHC限度値をパーセント表示にできます。設定基本電流(クラスCの判定をするときに
あらかじめ設定している基本波電流-3.6節参照)の値を100％として，測定値や限度値の
各次数成分の含有率を表示できます。
・「百分率表示」チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになっていま
す。対象機器がクラスCで，比率で限度値の判定(1.3節参照)をするようなときに百
分率表示チェックボックスが選択できるようになります。

・百分率表示は高調波電流にだけ適用されます。
・対象機器がクラスCで25W以下の限度値のように，3次と5次の高調波の含有率で規
定されている場合は，その値が表示されます。

●測定値の表示色

次数ごとに表示される測定値の表示色の意味合いは，それぞれ下表のとおりです。

青
限度値を超えていない。

明るい緑(平均値リストにだけ適用)
4-3ページの明るい緑色と同じ条件のとき。

赤
限度値を超えている。

黒
適用する限度値が規定されていない。
(基本波や判定の対象にならない次数の測定値は，黒色になります。)

水
電流実効値の平均値の0.6％または5mAのどちらか大きい方より測定データが小さく，限度値
の適用除外であるため，判定していない。

アクア
・ 限度値を超えている。
・ 有効電力の最大値が，限度値を適用する電力の下限(75Wまたは50W)以下かInfinityに設定され
ているため，限度値の適用除外。

* 表示色の名称に，Microsoft WordまたはExcelでの色見本の名称を使用しています。

高調波電圧の測定値は黒色で表示されます。限度値と比較し判定する必要がありませ
ん。

●グラフやリストの相互関係

4.2節「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-12ページ)をご覧ください。

4.3　高調波電流値/電圧値をリスト表示する
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4.4 高調波電流の変動をグラフ表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，
機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにした
ときの操作について説明します。

●高調波電流変動グラフウインドウを表示する

表示 > 高調波電流変動グラフ > エレメント1を選択します。高調波電流変動グラ
フ(エレメント1)ウインドウが表示されます。ツールバーのView > 高調波電流変
動グラフ > エレメント1を選択しても同じです。

　

表示例-高調波電流変動グラフ(エレメント1)

●表示する電流の次数を選択する

次数選択ボックスで，1次～40次およびTHCのどれかを選択します。
表示できるグラフの本数は6本までです。

次数選択ボックス



4-20 IM 761921-01

● グラフを表示する/しないの選択をする

表示/非表示選択チェックボックスで，グラフを表示する/しないの選択をしま
す。

表示/非表示チェックボックス

● Y軸(電流の大きさ)目盛りを選択する

・ Y軸目盛りの種類を選択する

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択します。

・倍率を選択する

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1
のどれかを選択します。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択し
ます。

・百分率表示にする

百分率表示チェックボックスを選択します。Y軸目盛りがパーセント表示になり
ます。設定基本電流(クラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波
電流-3.6節参照)の値を100％として，電流の各次数成分の含有率をグラフで表示
できます。

Note
百分率表示チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになっています。対象機器が
クラスCで，比率で限度値の判定をするようなときに百分率表示チェックボックスが選択でき
るようになります。

4.4　高調波電流の変動をグラフ表示する
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●時間帯を設定する

スクロールバーで，表示する時間帯を設定します。設定した時間帯の高調波電流
の変動グラフが表示されます。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい時間帯を選択できます。グラフの時間帯が，スライダ
の動きに連動して変わります。

この左端の位置(時間)と測定値判定グラフのカーソルの位置(時間，
4-4ページ参照)は一致します。

解　　説

高調波電流データの時間変化をグラフ表示できます。
ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの入力エレメントごとに，グラフ表示できます。

●高調波電流変動グラフウインドウ

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリッ
クして，表示したい時間帯を選択できます。グラフの時間
帯が，スライダの動きに連動して変わります。

Y軸目盛りの選択

表示/非表示選択チェックボックス

次数選択ボックス

4.4　高調波電流の変動をグラフ表示する
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● 次数の選択

表示できるグラフの本数は6本までです。グラフごとに，どの次数の高調波電流を表示
するかを選択できます。
選択範囲：1次～40次およびTHC

●表示/非表示の選択

グラフごとに，表示する/しないの選択ができます。

● Y軸(電流の大きさ)目盛りの選択

・ Y軸目盛りの種類

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択できます。

・倍率の選択

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および
*0.1のどれかを選択できます。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択で
きます。
・「*1.0」のとき，Y軸のLIN目盛りの最大値は，WT設定(8章参照)で選択している
測定レンジの値になります。LOG目盛りの最大値は，測定レンジの1つ上の桁
で，10の整数乗の値になります。

・WT設定でレンジAutoを選択しているときは，測定を実行したときに使用した
WTの測定レンジを基準に上記と同じ考え方で，LINまたはLOG目盛りの最大値が
決まります。

・百分率表示

「百分率表示」チェックボックスを選択すると，Y軸目盛りをパーセント表示にでき
ます。設定基本電流(クラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波電
流-3.6節参照)の値を100％として，電流の各次数成分の含有率の変動をグラフ表示
できます。
・ Y軸目盛りの倍率が「*1.0」のとき，Y軸の最大目盛りは「100.00％」になりま
す。

・「百分率表示」チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになってい
ます。対象機器がクラスCで，比率で限度値の判定(1.3節参照)をするようなとき
に百分率表示チェックボックスが選択できるようになります。

●表示色

6本のグラフの色は，次のとおりです。
 白，  水，  青，  明るい緑，  黄，  赤

* 表示色の名称に，Microsoft WordまたはExcelでの色見本の名称を使用しています。

●高調波電流変動グラフと測定値判定グラフ(4.1節参照)の相互関係

高調波電流変動グラフの左端の位置(時間)と測定値判定グラフのカーソルの位置(時間，
4-4ページ参照)は一致します。測定値判定グラフでカーソルを移動すると，そのカーソ
ルの位置の時間が，高調波電流変動グラフの左端の時間になります。

4.4　高調波電流の変動をグラフ表示する
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4.5 電圧/電流の波形を表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，
機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにした
ときの操作について説明します。
高調波測定モード(3.5節参照)で測定を終了した直後に取得した波形データが，電圧や電流
の波形として，波形グラフに表示されます。

●波形を表示する

表示 > 波形グラフ > エレメント1を選択します。波形グラフ(エレメント1)ウイ
ンドウが表示されます。ツールバーのView > 波形グラフ > エレメント1を選択
しても同じです。

　

表示例-波形グラフ(エレメント1)

●波形を表示する/しないの選択をする

表示/非表示チェックボックスで，波形を表示する/しないの選択をします。電圧
と電流を別々に選択できます。

表示/非表示チェックボックス
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● Y軸(電圧や電流の大きさ)目盛りの倍率を選択する

*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1のどれかを選択します。

●カーソルを使って電流値や位相角を表示する

マウスでスライダをドラッグして，カーソルを移動します。カーソルが移動した
位置の電流値や位相角が表示されます。
位相角は，波形表示エリア内の電圧波形の最初のゼロクロス点を0degとして，そこから
の位相差です。

スライダ カーソル位相角

電流値

解　　説

高調波測定モード(3.5節参照)で測定を終了した直後に取得した波形データが，電圧や電流
の波形として，波形グラフに表示されます。WTの入力エレメントごとに，グラフ表示で
きます。この波形データは，高調波観測や波形観測モードで表示されるデータとは別のも
のです。クラスCの25W以下の機器で，3次と5次の高調波の限度値で判定する場合，この
波形データを見て，電圧と電流の波形の関係が規定内かどうかを確認してください。

●波形グラフウインドウ

スライダ カーソル位相角

電流値

電圧波形の最初のゼロクロス点

電圧波形

電流波形

クラスCの25W以下の機器で，判定に使用される位相角60，65お
よび90degの位置を示しています。

Y軸目盛りの倍率選択

4.5　電圧/電流の波形を表示する
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・ エレメント

判定対象の入力エレメントの番号。この例では，入力エレメント1が対象になっています。

・ レンジ

WT設定(8章参照)で選択している測定レンジ。

・ 判定クラス

適用規格の判定クラス。

・ 周波数

測定時間内すべての周波数(PLLソースの基本波の周波数)の平均値。

・ 電流ピーク値(＋)

表示されている電流波形の正の最大値。

・ 電流ピーク値(－)

表示されている電流波形の負の最大値。

・ 電圧ピーク値(＋)

表示されている電圧波形の正の最大値。

・ 電圧ピーク値(－)

表示されている電圧波形の負の最大値。

●表示/非表示の選択

電圧と電流でそれぞれ，表示する/しないの選択ができます。

● Y軸(電圧や電流の大きさ)目盛りの倍率の選択

・目盛りの種類は，LIN(常数)だけです。LOG(対数)目盛りは対応していません。
・ *100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1のどれかから倍率を選択で
きます。

●カーソルを使っての電流値や位相角の表示

クラスCの25W以下の機器で，3次と5次の高調波の限度値で判定する場合，電圧と電
流の波形の関係が規定内かどうかを確認できます。
・カーソルが移動した位置の電流値や位相角を表示できます。
・位相角は，波形表示エリア内の電圧波形の最初のゼロクロス点を0degとして，そこ
からの位相差です。

・判定に使用される位相角60，65および90degの位置に，固定した垂直線が表示され
ています。これらの位置と電流波形を見て，判定条件(1.3節参照)を確認できます。

Note
PLL周波数とエレメント表示対象の電圧周波数が異なる場合，位相角の値はPLL周波数により
表示されているため，正常に表示されない場合があります。PLL周波数と電圧周波数は同じに
なるような状態で測定してください。

4.5　電圧/電流の波形を表示する
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4.6 電圧/電流/電力の変動をグラフ表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，
機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにした
ときの操作について説明します。

●電圧・電流・電力変動グラフを表示する

表示 > 電圧・電流・電力変動グラフ > エレメント1を選択します。電圧・電流・
電力変動グラフ(エレメント1)ウインドウが表示されます。ツールバーのView >
電圧・電流・電力変動グラフ > エレメント1を選択しても同じです。

　

表示例-電圧・電流・電力変動グラフ(エレメント1)

●グラフを表示する/しないの選択をする

表示/非表示チェックボックスで，波形を表示する/しないの選択をします。電圧
(rms)，電流(rms)および有効電力を別々に選択できます。

表示/非表示チェックボックス
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●Y軸(電流の大きさ)目盛りを選択する

・ Y軸目盛りの種類を選択する

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択します。

・倍率を選択する

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1
のどれかを選択します。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択し
ます。

●時間帯を設定する

スクロールバーで，表示する時間帯を設定します。設定した時間帯の電圧/電流/
電力の変動グラフが表示されます。

この左端の位置(時間)と測定値判定グラフのカーソルの位置(時間，
4-4ページ参照)は一致します。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい時間帯を選択できます。グラフの時間帯が，スライダ
の動きに連動して変わります。

4.6　電圧/電流/電力の変動をグラフ表示する
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4.6　電圧/電流/電力の変動をグラフ表示する

解　　説

電圧/電流/電力データの時間変化をグラフ表示できます。
ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの入力エレメントごとに，グラフ表示できます。

●電圧・電流・電力変動グラフウインドウ

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，表
示したい時間帯を選択できます。グラフの時間帯が，スライダの動き
に連動して変わります。

Y軸目盛りの選択

表示/非表示選択チェックボックス

●表示/非表示の選択

電圧(rms)，電流(rms)および有効電力でそれぞれ，表示する/しないの選択ができま
す。

● Y軸(電流の大きさ)目盛りの選択

・ Y軸目盛りの種類

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択できます。

・倍率の選択

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および
*0.1のどれかを選択できます。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択で
きます。
・「*1.0」のとき，Y軸のLIN目盛りの最大値は，WT設定(8章参照)で選択している
測定レンジの値になります。LOG目盛りの最大値は，測定レンジの1つ上の桁
で，10の整数乗の値になります。

・WT設定でレンジAutoを選択しているときは，測定を実行したときに使用した
WTの測定レンジを基準に上記と同じ考え方で，LINまたはLOG目盛りの最大値が
決まります。
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●表示色

電圧(rms)，電流(rms)および有効電力のグラフの色は，次のとおりです。
 青-電流(rms)，  赤-電圧(rms)，  濃い黄-有効電力

* 表示色の名称に，Microsoft WordまたはExcelでの色見本の名称を使用しています。

●電圧・電流・電力変動グラフと測定値判定グラフ(4.1節参照)の相互関係

電圧・電流・電力変動グラフの左端の位置(時間)と測定値判定グラフのカーソルの位置
(時間，4-4ページ参照)は一致します。測定値判定グラフでカーソルを移動すると，そ
のカーソルの位置の時間が，電圧・電流・電力変動グラフの左端の時間になります。

4.6　電圧/電流/電力の変動をグラフ表示する
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4.7 高調波の位相角をバーグラフ表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，
機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにした
ときの操作について説明します。

●高調波の位相角をバーグラフ表示する

表示 > 高調波位相角バーグラフ > エレメント1を選択します。高調波位相角測定
値バーグラフ(エレメント1)ウインドウが表示されます。ツールバーのView > 高
調波位相角バーグラフ > エレメント1を選択しても同じです。

表示例-高調波位相角測定値バーグラフ(エレメント1)

●瞬時値を選択する

高調波位相角測定値バーグラフウインドウで，スクロールバーを使って，表示す
る瞬時値を選択します。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動き
に連動して変わります。
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解　　説

高調波の位相角をバーグラフ表示できます。位相角は，適用規格の限度値内かどうかの判
定に使われるデータではありません。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの入力エレメントごとに，グラフ表示できます。

●高調波位相角測定値バーグラフウインドウ

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動き
に連動して変わります。

取得時間
測定データが取り込まれた時間を示します。この例では，1番目の測定デー
タを取得した時間(0.32 s)を表示しています。

・次数ごとに，電流の基本波に対する高調波電流の位相角をバーグラフ表示できます。た
だし，電流の基本波の場合は，電圧の基本波に対する位相角をバーグラフ表示します。
・電流の基本波より高調波のほうが位相が進んでいるとき正の位相角，電流の基本波
より高調波のほうが位相が遅れているとき負の位相角として表示されます。

・電圧の基本波より電流の基本波のほうが位相が進んでいるとき負の位相角，電圧の
基本波より電流の基本波のほうが位相が遅れているとき正の位相角として表示され
ます。

・バーグラフウインドウ中にある「エレメント」～「設定力率」までの項目についての説
明は，4.2節「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-8ページ)をご覧くだ
さい。ただし，位相角は限度値と比較し判定する必要がないので，判定結果の項目はあ
りません。

・位相角のバーグラフは，白色で表示されます。

●グラフやリストの相互関係

4.2節「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-12ページ)をご覧ください。

4.7　高調波の位相角をバーグラフ表示する
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4.8 高調波の位相角をリスト表示する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，
機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにした
ときの操作について説明します。

●高調波の位相角をリスト表示する

表示 > 高調波位相角測定値リスト > エレメント1を選択します。高調波位相角測
定値リスト(エレメント1)ウインドウが表示されます。ツールバーのView > 高調
波位相角測定値リスト > エレメント1を選択しても同じです。

表示例-高調波位相角測定値リスト(エレメント1)
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●瞬時値を選択する

高調波位相角測定値リストウインドウで，スクロールバーを使って，表示する瞬
時値を選択します。

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，
表示したい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動き
に連動して変わります。

解　　説

高調波の位相角をリスト表示できます。位相角は，適用規格の限度値内かどうかの判定に
使われるデータではありません。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの入力エレメントごとに，リスト表示できます。

●高調波位相角測定値リストウインドウ

スクロールバー
マウスで　 (スライダ)をドラッグするか，　　  をクリックして，表示し
たい瞬時値を選択できます。取得時間が，スライダの動きに連動して変わ
ります。

取得時間
測定データが取り込まれた時間を示します。この例では，1番目の測定デー
タを取得した時間(0.32s)を表示しています。

4.8　高調波の位相角をリスト表示する
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・次数ごとに，電流の基本波に対する高調波電流の位相角をリスト表示できます。ただ
し，電流の基本波の場合は，電圧の基本波に対する位相角を表示します。
・電流の基本波より高調波のほうが位相が進んでいるとき正の位相角，電流の基本波
より高調波のほうが位相が遅れているとき負の位相角として表示されます。

・電圧の基本波より電流の基本波のほうが位相が進んでいるとき負の位相角，電圧の
基本波より電流の基本波のほうが位相が遅れているとき正の位相角として表示され
ます。

・リストウインドウ中にある「エレメント」～「設定力率」までの項目についての説明
は，4.2節「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-8ページ)をご覧くださ
い。ただし，位相角は限度値と比較し判定する必要がないので，判定結果の項目はあり
ません。

●グラフやリストの相互関係

4.2節「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-12ページ)をご覧ください。

4.8　高調波の位相角をリスト表示する
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5.1 高調波を観測する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波観測の対象になる入力エレ
メントが異なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，
機種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにした
ときの操作について説明します。

WTで測定しながら高調波の変動を観測する高調波観測モードを選択するには，通信

モードをオンラインモードにする(3.3節参照)必要があります。

●高調波観測モードを選択する

1. 設定 > 測定モード設定を選択します。測定モード設定ダイアログボックスが表
示されます。ツールバーの をクリックしても同じです。

2. 高調波観測を選択します。高調波観測ウインドウが表示されます。

表示例-高調波観測ウインドウ

Note
測定モードを切り替えると，それまで取得または読み込んでいたデータはすべて消去されま
す。高調波測定モードで取得したデータは，測定モードを切り替える前に保存(6.1節参照)され
ることをおすすめします。

第5章 高調波観測/波形観測
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● 観測内容を選択する

・バーグラフまたはリストのどちらかを選択する

Graph View(バーグラフ)またはList View(リスト)のどちらかを選択します。

・電流，電圧および位相角のどれかを選択する

A(電流)，V(電圧)およびDeg(位相角)のどれかを選択します。

・入力エレメントを選択する

観測対象の入力エレメントを選択します。
ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波観測の対象になる入力エ
レメントが異なります。

・ Y軸目盛りの種類を選択する

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択します。

・ Y軸目盛りの倍率を選択する

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1
のどれかを選択します。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択し
ます。

・ Y軸目盛りを百分率表示にする

百分率表示チェックボックスを選択します。Y軸目盛りがパーセント表示になり
ます。設定基本電流(クラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波
電流-3.6節参照)の値を100％として，電流の各次数成分の含有率をグラフで表示
できます。

Note
百分率表示チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになっています。対象機器が
クラスCで，比率で限度値の判定をするようなときに百分率表示チェックボックスが選択でき
るようになります。

5.1　高調波を観測する
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5.1　高調波を観測する

・限度値を表示する

限度値を表示チェックボックスを選択します。適用規格で規定された限度値が，
次数ごとに黄色のバーで表示されます。
限度値表示の操作は，観測項目が電流のときだけ選択できます。

黄色いバーで限度値を表示

●観測を開始する/終了する

・観測を開始する

Startをクリックします。観測が開始されます。

・観測を終了する

Stopをクリックします。観測が終了します。
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解　　説

高調波観測モードは，オンラインモードのときだけ選択できるモードです。WTで高調波
を測定しながら高調波の変動をバーグラフや数値リストで観測できます。このモードは，
高調波の状態を観測するためのもので，高調波測定モードのように規格に適合しているか
どうかの判定はしていません。次の測定データが取得されると，前の測定データは更新さ
れ残りません。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波観測の対象になる入力エレ
メントが異なります。WTの入力エレメントごとに，高調波観測できます。

●高調波観測ウインドウ

バーグラフの例を下図に示します。

黄色いバーで限度値を表示

Y軸目盛りの選択

バーグラフまたはリストの選択

電流，電圧および位相角の選択

入力エレメントの選択

・次数ごとに，電流，電圧および位相角をバーグラフやリストで観測できます。
・電流を観測するときは，適用規格の限度値を表示できます。電圧や位相角を観測す
るときは，限度値と比較し判定する必要がないので，限度値を表示しません。

・位相角の基準の考え方は，4.7節「高調波の位相角をバーグラフ表示する」の解説(4-
31ページ)と同じです。

・ウインドウ中にある「クラス」～「設定力率」までの項目についての説明は，4.2節
「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-8ページ)をご覧ください。ただ
し，規格，判定結果およびエレメントの項目はありません。

5.1　高調波を観測する
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5.1　高調波を観測する

●限度値の表示

高調波観測モードでは，限度値との比較/判定をしません。参考として適用規格で規定
されている限度値を表示しています。高調波観測モードで観測される高調波データは瞬
時値になるので，限度値の1.5倍の大きさの数値(リスト)や黄色いバー(バーグラフ)で，
限度値が表示されます。
・「限度値を表示」チェックボックスを選択すると，限度値が，次数ごとに数値や黄
色のバーで表示されます。

・限度値は高調波電流のときだけ表示されます。
・対象機器がクラスCで25W以下の限度値のように，3次と5次の高調波の含有率で規
定されている場合は，クラスCの判定をするときにあらかじめ設定している基本波電
流(3.6節参照)の値を100％として，3次と5次の高調波の含有率から換算した電流値
の大きさのバーが表示されます。

● Y軸(電流の大きさ)目盛りの選択

・ Y軸目盛りの種類

LIN(常数)またはLOG(対数)のどちらかを選択できます。

・倍率の選択

目盛りの種類がLINのとき，*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および
*0.1のどれかを選択できます。
目盛りの種類がLOGのとき，*100.0，*10.0，*1.0，および*0.1のどれかを選択で
きます。
・「*1.0」のとき，Y軸のLIN目盛りの最大値は，WT設定(8章参照)で選択している
測定レンジの値になります。LOG目盛りの最大値は，測定レンジの1つ上の桁
で，10の整数乗の値になります。

・WT設定でレンジAutoを選択しているときは，測定を実行したときに使用した
WTの測定レンジを基準に上記と同じ考え方で，LINまたはLOG目盛りの最大値が
決まります。

・百分率表示

「百分率表示」チェックボックスを選択すると，Y軸目盛り，THCおよびPOHCを
パーセント表示にできます。設定基本電流(クラスCの判定をするときにあらかじめ
設定している基本波電流-3.6節参照)の値を100％として，電流の各次数成分の含有
率をバーグラフやリストで表示できます。
・ Y軸目盛りの倍率が「*1.0」のとき，Y軸の最大目盛りは「100.00％」になりま
す。

・「百分率表示」チェックボックスは，所定の条件下で選択できるようになってい
ます。対象機器がクラスCで，比率で限度値の判定(1.3節参照)をするようなとき
に百分率表示チェックボックスが選択できるようになります。

・百分率表示は高調波電流にだけ適用されます。
・対象機器がクラスCで25W以下の限度値のように，3次と5次の高調波の含有率で
規定されている場合は，その値の大きさのバーがバーグラフに表示，その値その
ものがリストに表示されます。
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● バーの表示色

4.2節「高調波電流/電圧をバーグラフ表示する」の解説(4-12ページ)をご覧ください。
ただし，明るい緑色の表示はありません。

●リストに表示される測定値の表示色

4.3節「高調波電流/電圧値をリスト表示する」の解説(4-18ページ)をご覧ください。た
だし，明るい緑色の表示はありません。

●位相角の表示色

位相角のバーグラフは白色で表示されます。リストに表示される数値は黒色です。

5.1　高調波を観測する
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5.2 波形を観測する

操　　作

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，波形観測の対象になる入力エレメ
ントが異なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，機
種によって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにしたと
きの操作について説明します。

WTで測定しながら波形を観測する波形観測モードを選択するには，通信モードをオン

ラインモードにする(3.3節参照)必要があります。

●波形観測モードを選択する

1. 設定 > 測定モード設定を選択します。測定モード設定ダイアログボックスが表
示されます。ツールバーの をクリックしても同じです。

2. 波形観測を選択します。波形観測ウインドウが表示されます。

表示例-波形観測ウインドウ

Note
測定モードを切り替えると，それまで取得または読み込んでいたデータはすべて消去されま
す。高調波測定モードで取得したデータは，測定モードを切り替える前に保存(6.1節参照)され
ることをおすすめします。
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● 波形を表示する/しないの選択をする

表示/非表示チェックボックスで，波形を表示する/しないの選択をします。電圧
と電流を別々に選択できます。

表示/非表示のチェックボックス

入力エレメント1の
電圧(V1)と電流(A1)

入力エレメント2の
電圧(V2)と電流(A2)

入力エレメント3の
電圧(V3)と電流(A3)

● Y軸(電圧や電流の大きさ)目盛りの倍率を選択する

*100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1のどれかを選択します。

●観測を開始する/終了する

・観測を開始する

Startをクリックします。観測が開始されます。

・観測を終了する

Stopをクリックします。観測が終了します。

5.2　波形を観測する
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5.2　波形を観測する

解　　説

波形観測モードは，オンラインモードのときだけ選択できるモードです。WTで高調波を
測定しながら測定波形を観測できます。このモードは，波形の状態を観測するためのもの
で，高調波測定モードのように規格に適合しているかどうかの判定はしていません。次の
波形データが取得されると，前の波形データは更新され残りません。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，波形観測の対象になる入力エレメ
ントが異なります。対象となる入力エレメントの波形を同時に観測できます。

●波形観測ウインドウ

電圧波形

電流波形

Y軸目盛りの倍率選択

・ エレメント

観測対象の入力エレメントの番号。この例では，入力エレメント1が対象になっています。

・ レンジ

WT設定(8章参照)で選択している測定レンジ。

●表示/非表示の選択

入力エレメントごとに，電圧と電流でそれぞれ，表示する/しないの選択ができます。

● Y軸(電圧や電流の大きさ)目盛りの倍率の選択

・目盛りの種類は，LIN(常数)だけです。LOG(対数)目盛りは対応していません。
・ *100.0，*10.0，*5.0，*2.0，*1.0，*0.5，および*0.1のどれかから倍率を選択で
きます。

・WT設定(8章参照)で選択している測定レンジをY軸目盛りの最大値「1.0」として，
波形を表示します。

●表示色

入力エレメントごとに，電圧/電流波形の色は，次のとおりです。
WT2000

対象エレメント 電圧 電流

入力エレメント1  ピンク(桃)  明るい緑

入力エレメント2  青  黄

入力エレメント3  水  赤

* 表示色の名称に，Microsoft WordまたはExcelでの色見本の名称を使用しています。

WT1600

WTの結線方式の設定により，対象エレメントが変化します。
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6.1 設定情報/測定データ/波形データを保存する

操　　作
Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのとき，または設定情報/測定データ/波形データが
ないとき，設定情報/測定データ/波形データの保存はできません。

・ 測定中は，設定情報/測定データ/波形データの保存はできません。

●設定情報を保存する

1. ファイル > 保存 > 設定情報をファイルに保存するを選択します。名前を付けて
保存ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSave > 設定情報をファ
イルに保存するを選択しても同じです。

　

2. 保存する場所を指定してから，ファイル名テキストボックスに保存先のファイル
名を入力します。

3. 保存をクリックします。設定情報が保存されます。

第6章 設定情報/測定データ/波形データの保存と読み込み，測定データの再現性
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● 測定データ/波形データ/設定情報を保存する

測定モードが高調波測定モードで，測定データ/波形データが取得されている(または読
み込まれている)ときに，測定データ/波形データの保存ができます。
1. ファイル > 保存 > 測定データをファイルに保存するを選択します。名前を付け

て保存ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSave > 測定データを
ファイルに保存するを選択しても同じです。

　

2. 保存する場所を指定してから，ファイル名テキストボックスに保存先のファイル
名を入力します。

3. 保存をクリックします。測定データ/波形データ/設定情報が保存されます。

6.1　設定情報/測定データ/波形データを保存する
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6.1　設定情報/測定データ/波形データを保存する

解　　説

●設定情報の保存

本ソフトウエアで設定した測定モード(3.5節参照)，規格・測定環境の設定(3.6節参
照)，測定時間(3.7節参照)，表示設定(4章，5章)，および報告書のタイトル/コメント
(7.2節参照)の各種設定情報をファイルに保存できます。

ファイル名/拡張子/データサイズ

ご使用のPCで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・拡張子：.cfg
・データサイズ：約3Kバイト

●測定データ/波形データ/設定情報の保存

・本ソフトウエアを使って，高調波測定モードでWTからPCに取り込んだ高調波の測
定データや波形データをファイルに保存できます。このときに本ソフトウエアで設
定したWT本体の高調波測定の条件や，上記の設定情報もファイルに保存されます。

・測定モードが高調波測定モードで，測定データや波形データが取得されている(また
は読み込まれている)ときに，測定データや波形データの保存ができます。

ファイル名/拡張子/データサイズ

・ご使用のPCで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・保存を実行すると，ファイル名が同じで下表の拡張子を持ったファイルがすべて作
成されます。測定データ/波形データが入力エレメント1のデータしかないときで
も，.bt1～4，.bw1～3，.inf，.cfgの各ファイルができます。ただし，.bt2～4，
.bw2～3のファイルには「0(ゼロ)」に相当するデータが保存されます。

データの種類 拡張子 データサイズ(バイト)

入力エレメント1の測定データ .bt1 約240K(測定時間が2分30秒のとき)

入力エレメント2の測定データ .bt2 約240K(測定時間が2分30秒のとき)

入力エレメント3の測定データ .bt3 約240K(測定時間が2分30秒のとき)

入力エレメント間で共通の測定データ .bt4 約12K(測定時間が2分30秒のとき)

入力エレメント1の波形データ .bw1 約8K
電圧/電流の波形(4.5節参照)として表示されるデータ。

入力エレメント2の波形データ .bw2 約8K
電圧/電流の波形として表示されるデータ。

入力エレメント3の波形データ .bw3 約8K
電圧/電流の波形として表示されるデータ。

WT本体の高調波の測定条件 .inf 約1K
設定内容については，8章をご覧ください。

規格/判定などの設定情報 .cfg 約3K
上記の「設定情報の保存」と同じ情報。
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6.2 設定情報/測定データ/波形データを読み込む

操　　作
Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのときは，設定情報/測定データ/波形データの読み
込みができません。

・ 設定情報を読み込み中にエラーが発生した場合は，設定を初期値に戻します。
・ 設定情報/測定データ/波形データを読み込み中にエラーが発生した場合は，正しく読み込まれ
ていない場合があります。ファイル名や拡張子を確認のうえ，再度，読み込みをしてくださ
い。

・ 測定中は，設定情報/測定データ/波形データの読み込みはできません。

●設定情報を読み込む

1. ファイル > 読み込み > 設定情報を読み込むを選択します。ファイルを開くダイ
アログボックスが表示されます。ツールバーのLoad > 設定情報を読み込むを選
択しても同じです。

2. ファイルを選択して，開くをクリックします。選択したファイルの設定情報が読
み込まれます。

●測定データ/波形データ/設定情報を読み込む

測定モードが高調波測定モードのときに，測定データ/波形データ/設定情報の読み込み
ができます。
1. ファイル > 読み込み > 測定データを読み込むを選択します。ファイルを開くダ

イアログボックスが表示されます。ツールバーのLoad > 測定データを読み込む
を選択しても同じです。
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2. ファイルを選択して，開くをクリックします。選択したファイルの測定データ/波
形データ/設定情報が読み込まれます。

解　　説

●設定情報の読み込み

6.1節で保存された設定情報を読み込めます。
・読み込む対象となる拡張子は，「.cfg」です。
・設定情報の内容は，次のとおりです。
・測定モード(3.5節参照)
・規格・測定環境の設定(3.6節参照)
読み込んだ判定条件で，WTから取得したりファイルから読み込んだ測定データ
を判定できます。

・測定時間(3.7節参照)
・表示設定(4章，5章)
・報告書のタイトル/コメント(7.2節参照)
読み込んだタイトルやコメントを付けて，WTから取得したりファイルから読み
込んだ測定データの報告書を保存/印刷できます。保存/印刷の操作については，
7章をご覧ください。

●測定データ/波形データ/設定情報の読み込み

・ 6.1節で保存された測定データ/波形データ/設定情報を読み込めます。
・測定モードが高調波測定モードのときに，読み込みができます。
・ファイルを開くダイアログボックスで，拡張子が「.bt1，.bt2，.bt3および.bt4」の
どれか1つのファイルを選択して読み込みを実行すると，同じディレクトリに保存さ
れていて同じファイル名の下表のすべてのファイルからデータが読み込まれます。

データの種類 拡張子

WT2000 入力エレメント1の測定データ .bt1

入力エレメント2の測定データ .bt2

入力エレメント3の測定データ .bt3

入力エレメント間で共通の測定データ .bt4

入力エレメント1の波形データ .bw1

入力エレメント2の波形データ .bw2

入力エレメント3の波形データ .bw3

6.2　設定情報/測定データ/波形データを読み込む
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データの種類 拡張子

WT1600* 取得データウィンドウ左側の測定データ .bt1

取得データウィンドウ中央の測定データ .bt2

取得データウィンドウ右側の測定データ .bt3

入力エレメント間で共通の測定データ .bt4

取得データウィンドウ左側の波形データ .bw1

取得データウィンドウ中央の波形データ .bw2

取得データウィンドウ右側の波形データ .bw3

WT本体の高調波の測定条件(WT2000，WT1600共通) .inf
・ 通信モードがオンラインモードのときは，読み込んだファイルの高調波の測定条件の情報が本
ソフトウエアの「WT設定」(8章参照)に反映され，WT本体に送信されます。送信された高調
波の測定条件が送信先のWT本体の機器構成と合わない場合は，エラーメッセージを表示しま
す。接続されているWT本体の機器構成を確認してください。

・ 通信モードがオフラインモードのときは，読み込んだファイルの高調波の測定条件の情報が本
ソフトウエアの「WT設定」に反映され，WT本体には送信されません。オフラインモードから
オンラインモードにしたとき，高調波の測定条件の情報がWT本体から本ソフトウエアに読み
込まれます。

規格/判定などの設定情報(WT2000，WT1600共通) .cfg
上記の「設定情報」と同じ情報。

*：WT1600の場合

取得データウインドウ左側 取得データウインドウ中央 取得データウインドウ右側
ここに表示されているエレメントの
測定データ　.bt1
波形データ　.bw1

ここに表示されているエレメントの
測定データ　.bt2
波形データ　.bw2

ここに表示されているエレメントの
測定データ　.bt3
波形データ　.bw3

6.2　設定情報/測定データ/波形データを読み込む
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6.3 高調波測定データをCSV形式で保存する

操　　作

測定モードが高調波測定モードで，測定データが取得されている(または読み込まれて
いる)ときに，高調波測定データのCSV形式での保存ができます。

Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのとき，または測定データがないとき，高調波測定
データのCSV形式での保存はできません。

・ 測定中は，高調波測定データのCSV形式での保存はできません。

1. ファイル > 保存 > 高調波データをCSVファイルに保存するを選択します。名前
を付けて保存ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSave > 高調波
データをCSVファイルに保存するを選択しても同じです。

　

・保存するデータを選択する

2. Current(電流)またはVoltage(電圧)のどちらかを選択します。
3. 入力エレメントを1つ選択します。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なるため，保存する対象になる入力エレメントが変わります。

4. 保存する場所を指定してから，ファイル名テキストボックスに保存先のファイル
名を入力します。

5. 保存をクリックします。高調波測定データがCSV形式で保存されます。
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解　　説

測定モードが高調波測定モードで，測定データが取得されている(または読み込まれてい
る)ときに，高調波測定データのCSV形式での保存ができます。CSV形式ファイルにする
と，PCの表計算ソフト(たとえばMicrosoft Excel)で開くことができます。

●ファイル名/拡張子/データサイズ

ご使用のPCで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・拡張子：.csv
・データサイズ：約190Kバイト(測定時間が2分30秒のとき)

● CSV形式で保存した高調波測定データをExcelで開いた例

保存した日時

対象データ
この例では電流。

対象入力エレメント
この例ではエレメント1。

次数

測
定
デ
ー
タ
番
号

高調波測定値

6.3　高調波測定データをCSV形式で保存する
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6.4 波形データをCSV形式で保存する

操　　作

測定モードが高調波測定モードで，波形データが取得されている(または読み込まれて
いる)ときに，波形データのCSV形式での保存ができます。

Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのとき，または高調波測定モードでの波形データが
ないとき，波形データのCSV形式での保存はできません。

・ 測定中は，波形データのCSV形式での保存はできません。

1. ファイル > 保存 > 波形データをCSVファイルに保存するを選択します。名前を
付けて保存ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSave > 波形デー
タをCSVファイルに保存するを選択しても同じです。

　

・保存するデータを選択する

2. Current(電流)またはVoltage(電圧)のどちらかを選択します。
3. 入力エレメントを1つ選択します。

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なるため，保存する対象になる入力エレメントが変わります。

4. 保存する場所を指定してから，ファイル名テキストボックスに保存先のファイル
名を入力します。

5. 保存をクリックします。波形データがCSV形式で保存されます。
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解　　説

測定モードが高調波測定モードで，波形データが取得されている(または読み込まれてい
る)ときに，波形データのCSV形式での保存ができます。CSV形式ファイルにすると，PC
の表計算ソフト(たとえばMicrosoft Excel)で開くことができます。
・測定モードが高調波測定モードで，測定を終了した直後に取得した波形データが保存対
象のデータです。

・波形データ(WT2000では約2周期分，WT1600では約4周期分)が，1024ポイントの
データ点数で表示されています。

●ファイル名/拡張子/データサイズ

ご使用のPCで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・拡張子：.csv
・データサイズ：約18Kバイト

● CSV形式で保存した波形データをExcelで開いた例

保存した日時

対象データ
この例では電流。

対象入力エレメント
この例ではエレメント1。

波
形
デ
ー
タ
点
数(1024

ポ
イ
ン
ト
ま
で)

波
形
デ
ー
タ
の
値

こ
の
例
で
は
電
流
値

6.4　波形データをCSV形式で保存する
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6.5 測定データの再現性を調べる

操　　作
Note

測定中は，測定データの再現性を調べることはできません。

●比較するファイルを選択する

1. ファイル > 測定データの再現性を調べるを選択します。測定データの再現性ダ
イアログボックスが表示されます。

2. 比較するファイルをマウスでクリックするか，比較するファイル名をファイル名
テキストボックスに入力します。

3. 開くをクリックします。ファイル名テキストボックスに表示されているファイル
が，比較対象ファイル欄に表示されます。

4. 操作2と3を繰り返し，比較するファイルをすべて選択します。
5. 実行をクリックします。測定データの再現性ウインドウが表示されます。

・ 多相機器の場合，同じ入力エレメント(同じ相)のファイルを選択して，測定データを比
較することをおすすめします。異なる相の測定データでは再現性を正しく判定できませ
ん。

・ 選択したファイルが1つだけでも，測定データの再現性ウインドウが表示されます。た
だし，比較をすることはできません。

比較対象ファイル欄
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● 再現性の判定をする

6. 平均値で比較または最大値で比較のどちらかを選択します。選択した方の値での
比較結果が，バーグラフとリストで表示されます。

平均値で比較した例-すべての次数で差異が5％以内です。

最大値で比較した例-26次で差異が5％を超えています。
26次成分

6.5　測定データの再現性を調べる
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6.5　測定データの再現性を調べる

解　　説

ファイルに保存された高調波の測定データ中の最大値や平均値を比較し，次数ごとに測定
データの差異をバーグラフとリストで表示できます。同一製品または同一モデルの製品の
高調波を測定したとき，同一の測定条件の元で測定されたデータ間の差異が，規格で定め
ている5％の範囲内にあるかどうか(再現性)を判定できます。

●測定データの再現性ウインドウ

最大値で比較した例を下図に示します。

平均値

＋5％ライン

－5％ライン－最大誤差
(黄色)

＋最大誤差
(青色)

5％ラインを超えると赤色

バ
ー
グ
ラ
フ
表
示

リ
ス
ト
表
示

スクロールバー

・最大値で比較する場合
最大値(Mxmax)

各次数の最大値の中の最大値
最小値(Mxmin)

各次数の最大値の中の最小値
平均値(Mxmean)

選択したファイルの各次数の最大値の平均
＋最大誤差

各次数のMxmaxとMxmeanとの差異の割合(％)
Mxmax － Mxmean

Mxmean
×100

－最大誤差

各次数のMxminとMxmeanとの差異の割合(％)
Mxmin － Mxmean

Mxmean
×100
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・ 平均値で比較する場合
最大値(Mnmax)

各次数の平均値の中の最大値
最小値(Mnmin)

各次数の平均値の中の最小値
平均値(Mnmean)

選択したファイルの各次数の平均値の平均
＋最大誤差

各次数のMnmaxとMnmeanとの差異の割合(％)
Mnmax － Mnmean

Mnmean
×100

－最大誤差

各次数のMnminとMnmeanとの差異の割合(％)
Mnmin － Mnmean

Mnmean
×100

●表示色

・バーグラフ

次数ごとに表示されるバーグラフは，＋最大誤差または－最大誤差の大きさから換
算された長さで表示されます。表示色の意味合いは，それぞれ下表のとおりです。

青
＋最大誤差で，＋5％ラインよりも小さい差異(誤差)。

黄
－最大誤差で，－5％ラインよりも小さい差異。

赤
＋最大誤差で，＋5％ラインを超える差異。
－最大誤差で，－5％ラインを超える差異。

* 表示色の名称に，Microsoft WordまたはExcelでの色見本の名称を使用しています。

・リスト

次数ごとに最大値，最小値，平均値，＋最大誤差および－最大誤差が，黒色の数値
で表示されます。

●比較可能なファイル数

測定データの再現性を判定するには，複数のファイルを選択する必要があります。
比較可能なファイル数：2～10

Note
・ 多相機器の場合，同じ入力エレメント(同じ相)のファイルを選択して，測定データの比較する
ことをおすすめします。異なる相の測定データでは再現性を正しく判定できません。

・ 選択したファイルが1つだけでも，測定データの再現性ウインドウが表示されます。ただし，
比較をすることはできません。

・ 再現性を判定するには，比較対象のファイルに保存されている測定データが，次の条件下で測
定されたものであることを確認してください。
・ 同じ判定対象機器(同じ形名の製品という意味ではなく，同一の機器という意味)
・ 同じ試験条件
・ 同じ試験装置
・ 同じ気象条件(判定対象機器が影響を受ける場合)

6.5　測定データの再現性を調べる
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6.6 FTPクライアント機能

操作

FTPクライアント(WT1600)に接続すると，ストアデータのようにWT本体の内蔵ハード
ディスクやFDに保存されているデータを，直接PCに保存することができます。
WT1600本体側でFTPサーバ機能の設定をしてください。設定方法については，
WT1600ユーザーズマニュアル(IM760101-01）をご覧ください。

1. メニューバーのファイル > FTPクライアント機能 > を選択します。

2. FTP Clientダイアログボックスが表示されます。設定をクリックします。

GP-IBインタフェースで接続している場合

3. 対象機種(通信相手)となるWTのIP Address，User Name，Passwordを設定し
ます。

Ethernetインタフェースで接続している場合(WT1600オプション）

4. 操作5へ進んでください。

5. 接続をクリックします。WT本体とサーバ接続されます。
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6. WTに保存されているデータをPCに保存する場合は，保存したいデータを選択し
て  をクリックします。
PCに保存されているデータをWTに保存する場合は，保存したいデータを選択し
て  をクリックします。

測定データの保存場所を指定する

サーバを切断するときは，切断をクリックします。

6.6　FTPクライアント機能
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7.1 画面イメージデータをBMP形式で保存する

操　　作

1. ファイル > 保存 > 画面をBMPファイルに保存するを選択します。名前を付けて
保存ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSave > 画面をBMPファ
イルに保存するを選択しても同じです。

　

2. 保存する場所を指定してから，ファイル名テキストボックスに保存先のファイル
名を入力します。

3. 保存をクリックします。クリックした時点の画面のイメージデータがBMP形式で
保存されます。
既存のファイル名で保存しようとした場合は，上書き注意のメッセージが表示されま
す。このときは「はい」をクリックした時点の画面イメージデータがBMP形式で保存さ
れます。

第7章 画面イメージ/報告書の保存と印刷
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解　　説

本ソフトウエアで表示される取得データ，バーグラフ，リスト，波形などの各ウインドウ
で，アクティブになっている(操作対象になっている)ウインドウの画面イメージデータが
BMP形式で保存できます。

●ファイル名/拡張子/データサイズ

ご使用のPCで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・拡張子：.bmp
・データサイズ：最大約2.5Mバイト。保存対象になるウインドウやPCの画面表示の設
定によって，データサイズが異なります。

●文書作成ソフト(たとえばMicrosoft Word)に，保存した画面イメージデータを挿入した

例

Note
画像処理用ソフトウエアによっては，本ソフトウエアで保存したBMP形式のファイルを開くこ
とができない場合があります。

7.1　画面イメージデータをBMP形式で保存する
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7.2 報告書のタイトル/コメントを設定し，報告書を
BMP形式で保存する

操　　作
Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのとき，または測定データや波形データがないとき
は，報告書のBMP形式での保存はできません。

・ 測定中は，報告書のタイトル/コメントの設定や，報告書のBMP形式での保存はできません。

●報告書のタイトル/コメントを設定する

1. 設定 > 報告書設定を選択します。報告書設定ダイアログボックスが表示されま
す。ツールバーのSetup > 報告書設定を選択しても同じです。

2. 報告書タイトルと報告書コメント欄に，それぞれ入力します。
3. 印刷モードとして，カラーまたは白黒のどちらかを選択します。
4. 印刷語として，日本語または英語のどちらかを選択します。
5. OKをクリックします。

●報告書をBMP形式で保存する

測定モードが高調波測定モードで，測定データが取得されている(または読み込まれて
いる)ときに，報告書をBMP形式で保存できます。
1. ファイル > 保存 > 報告書をBMPファイルに保存するを選択します。報告書の保

存ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSave > 報告書をBMPファ
イルに保存するを選択しても同じです。
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・ 報告書を作成するデータを選択し，報告書の保存先を設定する

2. 入力エレメントを1つ選択します。
ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって高調波測定の対象になる入力エレ
メントが異なるため，保存する対象として選択できる入力エレメントも同様に異なりま
す。

3. 平均値，最大値および波形のどのデータで報告書を作成するかを選択します。
・ 複数の項目を選択できます。
・ 適用規格の判定クラスCで25W以下の機器の場合にだけ，判定に波形を使用するため，
「波形」を報告書として選択できるようになっています。

4. 操作3で選択した報告書の保存先を確認します。保存先を変更するときは，同じ
行にあるFileをクリックします。名前を付けて保存ダイアログボックスが表示さ
れます。

5. 保存する場所を指定してから，ファイル名テキストボックスに保存先のファイル
名を入力します。

6. 保存をクリックします。報告書の保存ダイアログボックスに戻ります。
7. 操作4～6を繰り返して，作成する報告書の保存先をすべて設定します。

・保存を実行する

8. OKをクリックします。

7.2　報告書のタイトル/コメントを設定し，報告書をBMP形式で保存する
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7.2　報告書のタイトル/コメントを設定し，報告書をBMP形式で保存する

解　　説

本ソフトウエアで測定したデータを使って，報告書を作成しBMP形式で保存できます。

●報告書のタイトル/コメントの設定

報告書をBMP形式で保存したとき，いっしょに保存される報告書のタイトルとコメン
トを必要に応じて入力できます。

・入力できる文字数

下表のとおりです。

項目 入力できる文字数

タイトル すべて全角の場合25文字まで，すべて半角の場合50文字まで

コメント すべて全角の場合25文字まで，すべて半角の場合50文字まで

・印刷モード

印刷をするときに，カラーで印刷するか白黒で印刷するかの選択ができます。バー
グラフを色別に印刷するには，カラーで印刷することをおすすめします。印刷プレ
ビューまたは印刷の操作については，7.4または7.5節をそれぞれご覧ください。

●報告書のBMP形式での保存

測定モードが高調波測定モードで，測定データが取得されている(または読み込まれて
いる)ときに，報告書をBMP形式で保存できます。
・報告書を作成するデータの選択

入力エレメントごとの報告書の作成ができます。本ソフトウエアでは印刷プレ
ビュー(7.4節参照)で表示できます。また，文書作成ソフト(たとえばMicrosoft
Word)に，保存した報告書を挿入して，表示または印刷(7.3～7.5節参照)ができま
す。
・平均値，最大値および波形のどのデータで報告書を作成するかを選択できます。
・複数の項目を選択できます。
・適用規格の判定クラスCで25W以下の機器の場合にだけ，判定に波形を使用す
るため，「波形」を報告書として選択できるようになっています。

* 平均値：次数ごとに，測定時間内の個々のデータ(瞬時値)を平均した値
最大値：次数ごとの，測定時間内の個々のデータ(瞬時値)の中で最も大きい値

・ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって高調波測定の対象になる入
力エレメントが異なるため，保存する対象として選択できる入力エレメントも同
様に異なります。

・報告書の保存

あらかじめ設定した報告書のタイトル/コメント(上記参照)をいっしょに保存できま
す。平均値，最大値および波形の報告書を保存するときは，それぞれ別のファイル
名にしてください。

・ファイル名/拡張子/データサイズ

ご使用のPCで定められている範囲で，ファイル名を設定できます。
・拡張子：.bmp
・データサイズ：最大約2.5Mバイト。保存対象になるウインドウやPCの画面表示
の設定によって，データサイズが異なります。
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● 文書作成ソフト(たとえばMicrosoft Word)に，保存した報告書(平均値)を挿入した例

報告書内に表示されている各項目についての説明は，4.2節「高調波電流/電圧をバーグ
ラフ表示する」の解説(4-8ページ)をご覧ください。

Note
画像処理用ソフトウエアによっては，本ソフトウエアで保存したBMP形式のファイルを開くこ
とができない場合があります。

7.2　報告書のタイトル/コメントを設定し，報告書をBMP形式で保存する
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7.3 プリンタを設定する

操　　作

1. ファイル > プリンタの設定を選択します。プリンタの設定ダイアログボックス
が表示されます。

2. 使用するプリンタ，用紙のサイズ，給紙方法および印刷の向きなどを設定しま
す。

3. OKをクリックします。

解　　説

プリンタの設定は，ご使用のシステム環境に従って設定してください。
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7.4 印刷プレビューをする

操　　作
Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのとき，または測定データや波形データがないとき，
報告書の印刷プレビューはできません。

・ 測定中は，報告書の印刷プレビューはできません。

●画面イメージの印刷プレビューをする

1. ファイル > 印刷プレビュー > 画面イメージを選択します。「画面イメージ」を
選択した時点の画面イメージがプレビューされます。
本ソフトウエアで表示される取得データ，バーグラフ，リスト，波形などのウインドウ
で，アクティブになっている(操作対象になっている)ウインドウの画面イメージがプレ
ビューされます。

2. 次ページ/前ページ表示，1ページ/2ページ表示，および拡大/縮小表示などの操
作ができます。印刷をクリックすると，印刷(7.5節参照)ができます。

表示例-印刷プレビューウインドウ
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●報告書の印刷プレビューをする

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エ
レメントが異なるため，プレビューの対象として選択できる入力エレメントも同様に異
なります。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，機種に
よって機器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにしたとき
の操作について説明します。

測定モードが高調波測定モードで，測定データ/波形データが取得されている(または読
み込まれている)ときに，報告書の印刷プレビューができます。
1. ファイル > 印刷プレビュー > 報告書 > エレメント1を選択します。印刷プレ

ビューウインドウ内に，報告書がプレビューされます。

2. 次ページ/前ページ表示，1ページ/2ページ表示，および拡大/縮小表示などの操
作ができます。印刷をクリックすると，印刷(7.5節参照)ができます。

表示例-印刷プレビューウインドウ

7.4　印刷プレビューをする



7-10 IM 761921-01

解　　説

印刷したときのイメージを画面上で確認できます。ご使用のPCの環境に従って，印刷プ
レビューウインドウの操作をしてください。

●画面イメージの印刷プレビュー

本ソフトウエアで表示される取得データ，バーグラフ，リスト，波形などのウインドウ
で，アクティブになっている(操作対象になっている)ウインドウの画面イメージがプレ
ビューされます。

●報告書の印刷プレビュー

測定モードが高調波測定モードで，測定データ/波形データが取得されている(または読
み込まれている)ときに，報告書のプレビューができます。
・入力エレメントごとに，平均値と最大値のデータを使った報告書のプレビューがで
きます。
* 平均値：次数ごとに，測定時間内の個々のデータ(瞬時値)を平均した値
最大値：次数ごとの，測定時間内の個々のデータ(瞬時値)の中で最も大きい値

・対象機器がクラスCの場合，どの限度値を使用したかも表示されます。
・対象機器がクラスCで25W以下で，判定に波形を使用している場合，4.5節で説明し
ている波形もプレビューされます。

・ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入
力エレメントが異なるため，プレビューの対象として選択できる入力エレメントも
同様に異なります。

●報告書のカラー/白黒の選択

報告書のタイトル/コメントの設定(7.2節参照)で，印刷モードの選択をしています。こ
こで「カラー」を選択すると，プレビューがカラーで表示されます。「白黒」を選択す
ると，プレビューが白黒で表示されます。

●報告書の日本語/英語の選択

報告書のタイトル/コメントの設定(7.2節参照)で，印刷語の選択をしています。ここで
「日本語」を選択すると，プレビューが日本語で表示されます。「英語」を選択すると
プレビューが英語で表示されます。

7.4　印刷プレビューをする
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7.5 印刷する

操　　作
Note
・ 測定モードが高調波観測/波形観測モードのとき，または測定データや波形データがないとき，
報告書の印刷はできません。

・ 測定中は，報告書の印刷はできません。

●画面イメージを印刷する

1. ファイル > 印刷 > 画面イメージを選択します。印刷ダイアログボックスが表示
されます。ツールバーのPrint > 画面イメージを選択しても同じです。

　

2. 使用するプリンタ，印刷範囲および印刷部数などを設定します。
3. OKをクリックします。操作1で「画面イメージ」を選択した時点の画面イメージ

が印刷されます。
本ソフトウエアで表示される取得データ，バーグラフ，リスト，波形などのウインドウ
で，アクティブになっている(操作対象になっている)ウインドウの画面イメージが印刷
されます。
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印刷例

7.5　印刷する
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7.5　印刷する

●報告書を印刷する

ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入力エ
レメントが異なるため，印刷の対象として選択できる入力エレメントも同様に異なりま
す。ここでは，WT2000の結線方式を単相2線式(1P2Wまたは1ø2W，機種によって機
器の前面パネルの表記が異なります)にして，入力エレメントを1つにしたときの操作に
ついて説明します。

測定モードが高調波測定モードで，測定データが取得されている(または読み込まれて
いる)ときに，報告書の印刷ができます。
1. ファイル > 印刷 > 報告書 > エレメント1を選択します。印刷ダイアログボック

スが表示されます。ツールバーのPrint > 報告書 > エレメント1を選択しても同
じです。

　

2. 使用するプリンタ，印刷範囲および印刷部数などを設定します。
3. OKをクリックします。平均値と最大値のデータを使った報告書が，それぞれ1

ページずつ印刷されます。
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印刷例(日本語)

7.5　印刷する
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7.5　印刷する

印刷例(英語)
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7.5　印刷する

解　　説

プリンタの設定は，ご使用のシステム環境に従って設定してください。

●画面イメージの印刷

本ソフトウエアで表示される取得データ，バーグラフ，リスト，波形などのウインドウ
で，アクティブになっている(操作対象になっている)ウインドウの画面イメージが印刷
されます。

●報告書の印刷

測定モードが高調波測定モードで，測定データが取得されている(または読み込まれて
いる)ときに，報告書の印刷ができます。
・入力エレメントごとに，平均値と最大値のデータを使った報告書の印刷ができま
す。
* 平均値：次数ごとに，測定時間内の個々のデータ(瞬時値)を平均した値
最大値：次数ごとの，測定時間内の個々のデータ(瞬時値)の中で最も大きい値

・対象機器がクラスCの場合，どの限度値を使用したかも印刷されます。
・対象機器がクラスCで25W以下で，判定に波形を使用している場合，4.5節で説明し
ている波形も印刷されます。

・ご使用になるWTの結線方式の設定(8章参照)によって，高調波測定の対象になる入
力エレメントが異なるため，印刷の対象として選択できる入力エレメントも同様に
異なります。

クラスA，B，Dの場合に，適用除外電力値を印字できるようにしました。3.6節の｢限
度値を適用する電力の下限(Power Limit)｣の選択内容によって次のように印字内容が変
わります。クラスCの25W以下の場合は，従来と同じ印字をします。

3.6節で選択した｢限度値を適用する電力の下限(Power Limit)｣ 印字内容

50W 50W
75W 75W
None -------
Infinity 常に適用除外

●報告書のカラー/白黒の選択

報告書のタイトル/コメントの設定(7.2節参照)で，印刷モードの選択をしています。こ
こで「カラー」を選択すると，カラーで印刷されます。「白黒」を選択すると，白黒で
印刷されます。

●報告書の日本語/英語の選択

報告書のタイトル/コメントの設定(7.2節参照)で，印刷語の選択をしています。ここで
「日本語」を選択すると，日本語で印刷されます。「英語」を選択すると英語で印刷さ
れます。
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8.1 WT2010/WT2030の測定条件を設定する

操　　作

1. WT機種の選択で，WT2000を選択し，オンライン状態のとき，設定 > WT設定
を選択します。WT設定ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSetup
> WT設定を選択しても同じです。対象機器(通信相手)となるWTの測定条件を設
定できます。

2. WT設定ダイアログボックスで，WTの測定条件を設定します。それぞれの項目を
設定操作した時点で，対象機器(通信相手)となっているWTの測定条件が設定され
ます。

PLLソース
高調波の次数を決める基準となる
基本周期の信号源の選択。

表示形式
Value(測定値)またはCont(含有率)から選択。

位相角の表示方式
360°方式または180°方式から
選択。

クレストファクタ
「3」固定。

結線方式
測定回路の結線方式の選択。

周波数フィルタ
OnまたはOffから選択。

表示項目
A～Dのそれぞれのディスプレ
イ(表示器)ごとに選択。

電圧/電流の測定レンジ
入力エレメントごとに設定。
・ 電圧レンジと電流レンジの
選択。

・ スケーリングのOnまたは
Offの選択。

・ PT比，CT比およびスケーリ
ングファクタの設定。

・ 外部シャントのスケーリン
グ値の設定。

Note
・ 本ソフトウェアで測定するときは，アンチエリアシングフィルタのカットオフ周波数は，
5.5kHz固定です。

・ 時定数1.5秒の指数化平均(基本周波数50/60Hz時)は，本ソフトウェア内部で演算処理されてい
ます。(WT2000/WT1600本体の指数化平均機能(アベレージング)はOFFになっています。)

第8章 WTの測定条件の設定
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解　　説

本ソフトウエアから，GP-IB通信インタフェースを介して，WT2010またはWT2030の測
定条件を設定することができます。
・測定データ/波形データをPCに取得するときの条件の設定については3章，取得した測
定データ/波形データを表示するときの操作については4と5章を，それぞれご覧くださ
い。

・測定データ/波形データの表示や保存，報告書の作成や保存および印刷(7章参照)をする
場合に，どの入力エレメントのデータを対象にするかを選択するときには，ここで設定
した結線方式に従って入力エレメントの選択メニューが変わります。

・それぞれの項目を設定操作した時点で，対象機器(通信相手)となっているWTの測定条
件が設定されます。

・本ソフトウエアを起動し，通信モードをオンラインモードにして，GP-IBアドレスを選
択したとき，本ソフトウエアは対象機器(通信相手)との通信を開始します。このとき，
本ソフトウエアは通信相手であるWTの測定条件を読み込み，WT設定ダイアログボッ
クスの設定内容に反映させています。通信が正常に動作せず，WTの測定条件の取り込
みに失敗した場合は，WT設定ダイアログボックスの設定内容は，WTの工場出荷時の
設定(初期値)になります。

次の各項目の設定内容やWT本体での設定操作については，ユーザーズマニュアル
IM253101-01J(WT2010用)またはIM253102-01J(WT2030用)のそれぞれの参照節を
ご覧ください。

設定項目 対応するユーザーズマニュアルの参照節

PLLソース 9.1節

表示形式 9.1節

位相角の表示方式 5.6節

結線方式 3.2節
(ただし，WT2010は単相回路用のディジタルパワーメータなので，単相2線式(1ø2W)の結線
方式だけに対応。)

周波数フィルタ 9.1節

表示項目 9.2節

電圧/電流の測定レンジ 4.2節

ラインフィルタ 4.1節

アベレージング 7.5節

Note
・ オンラインモードにしたとき，WT本体のクレストファクタの設定は「3」に固定されます。オ
フラインモードにするか本ソフトウエアを終了すると，クレストファクタは元に設定に戻りま
す。

・ オンラインモードの途中でWT本体のパネルのキーを操作して，クレストファクタを「6」に変
更した場合は，クレストファクタ「6」のまま測定を実行します。クレストファクタ「6」で測
定すると誤差が増えます。クレストファクタを「6」に変更しないでください。

8.1　WT2010/WT2030の測定条件を設定する
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8.2 WT1600の測定条件を設定する

操　　作
1. WT機種の選択で，WT1600を選択し，オンライン状態のとき，設定 > WT設定

を選択します。WT設定ダイアログボックスが表示されます。ツールバーのSetup
> WT設定を選択しても同じです。対象機器(通信相手)となるWTの測定条件を設
定できます。

2. WT設定ダイアログボックスで，WTの測定条件を設定します。それぞれの項目を
設定操作した時点で，対象機器(通信相手)となっているWTの測定条件が設定され
ます。

電圧/電流の測定レンジ
入力エレメントごとに設定。
・電圧レンジと電流レンジの選択。
・スケーリングのOnまたはOffの選択。
・PT比，CT比およびスケーリングファ
　クタの設定。
・外部シャントのスケーリング値の設
　定。
・電流入力方式の選択。
・ゼロクロスフィルタの500Hzまたは
　Offの選択。
・同じ結線ユニットに対し，フィルタ
　コピー。
・同じ結線ユニットに対し，レンジコ
　ピー。
・同じ結線ユニットに対し，スケーリ
　ングコピー。

PLLソース
高調波の次数を決める基準と
なる基本周期の信号源の選択。

表示形式
表示フォーマットを選択。

結線方式
測定回路の結線方式のパターンや結線方式
を選択。

測定対象
高調波測定の対象となる結線ユニットを
選択。
表示詳細設定
選択されている表示形式に関する詳細設定。

Note
・ フィルタ，レンジ，スケーリングのコピーにおいて，結線方式がパターン1(全てが1P2Wの状
態)の時，他のすべてのエレメントに対してコピーされます。

・ レンジコピーにおいて，5A入力エレメントで10mA～500mAの電流レンジを設定していて，
このエレメントにコピーを実行すると，50A入力エレメントは，50A入力エレメントの最小レ
ンジ1Aに設定されます。

・ レンジコピーにおいて，50A入力エレメントで10A～50Aの電流レンジを設定していて，この
エレメントのコピーを実行すると，5A入力エレメントは，5A入力エレメントの最大レンジ5A
に設定されます。

・ 本ソフトウェアで測定するときは，アンチエリアシングフィルタのカットオフ周波数は，
5.5kHz固定です。

・ 時定数1.5秒の指数化平均(基本周波数50/60Hz時)は，本ソフトウェア内部で演算処理されてい
ます。(WT2000/WT1600本体の指数化平均機能(アベレージング)はOFFになっています。)
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8.2　WT1600の測定条件を設定する

表示詳細決定

● Numeric

表示項目数またはリスト
表示を選択。

クリックしコンボボックス
を表示，選択。

Single ListまたはDual List
を選択した場合，測定ファ
ンクションとエレメントを
設定。

Sigma Listの次数を選択。

● Bar

画面分割数を設定。

次数の表示範囲を設定。

表示するバーグラフの測定ファンクション
とエレメントを設定。

● Vector

数値データのON/OFFを設定。

ズーム率を設定。
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8.2　WT1600の測定条件を設定する

● Trend

トレンドデータの取り込
みをする/しないを選択。

時間軸を設定。
画面分割数を設定。

Manualを選択するとUpper，Lowerの設定変更ができる。

クリックするとコンボボックスが表示。

●Wave

波形のラベル名を表示する/しないを選択。

表示補間をする/しないを選択。

スケール値を表示する/しないを選択。

波波形割り付け方法を選択。

チェックボックスを一括ONする。
チェックボックスを一括OFFする。

画面分割数を設定。

グラティクルを設定。

● Information

WT本体の画面に設定一覧表が表示される。
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8.2　WT1600の測定条件を設定する

解　　説

本ソフトウエアから，GP-IBインタフェースまたはイーサネットインタフェースを介し
て，WT1600の測定条件を設定することができます。
・測定データ/波形データをPCに取得するときの条件の設定については3章，取得した測
定データ/波形データを表示するときの操作については4と5章を，それぞれご覧くださ
い。

・測定データ/波形データの表示や保存，報告書の作成や保存および印刷(7章参照)をする
場合に，どの入力エレメントのデータを対象にするかを選択するときには，ここで設定
した結線方式に従って入力エレメントの選択メニューが変わります。

・それぞれの項目を設定操作した時点で，対象機器(通信相手)となっているWTの測定条
件が設定されます。

・本ソフトウエアを起動し，通信モードをオンラインモードにして，通信アドレスを選択
したとき，本ソフトウエアは対象機器(通信相手)との通信を開始します。このとき，本
ソフトウエアは通信相手であるWTの測定条件を読み込み，WT設定ダイアログボック
スの設定内容に反映させています。通信が正常に動作せず，WTの測定条件の取り込み
に失敗した場合は，WT設定ダイアログボックスの設定内容は，WTの工場出荷時の設
定(初期値)になります。

次の各項目の設定内容やWT本体での設定操作については，ユーザーズマニュアル
IM760101-01J(WT1600用)のそれぞれの参照節をご覧ください。

設定項目 対応するユーザーズマニュアルの参照節

PLLソース 7.4節

表示形式 4.1節

結線方式 5.1節

周波数フィルタ 5.5節

表示項目 7.2節

電圧/電流の測定レンジ 5.2節

ラインフィルタ 5.5節

アベレージング 5.6節
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9.1 グラフやリストのウインドウを重ねて表示する/並
べて表示する

操　　作

表示を整理するときに便利な機能です。

●重ねて表示する

ウインドウ > 重ねて表示を選択します。表示されているすべてのウインドウの
タイトルが見えるように，ウインドウが重ねて表示されます。

表示例

●並べて表示する

ウインドウ > 並べて表示を選択します。表示されているすべてのウインドウが，
重ならないように並んで表示されます。

第9章 その他の機能
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表示例

解　　説

測定モードが高調波測定モードで，測定データが取得されていて(または読み込まれてい
て)，複数のグラフやリストが表示されている場合，表示を整理するときに便利な機能で
す。

●重ねて表示

・表示されているすべてのウインドウのタイトルが見えるように，ウインドウが重ね
て表示されます。

・アクティブになっている(操作対象になっている)グラフまたはリストのウインドウ
が，「重ねて表示」の操作後の最前面のウインドウになります。

・表示中のウインドウの種類によって，重ねられる順序が変わります。

●並べて表示

・表示されているすべてのウインドウが，重ならないように並んで表示されます。
・アクティブになっているグラフまたはリストが，「並べて表示」の操作後のアク
ティブなウインドウになります。

・表示中のウインドウの種類によって，並ぶ順序が変わります。

9.1　グラフやリストのウインドウを重ねて表示する/並べて表示する
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9.2 アイコンを整列する

操　　作

ウインドウ > アイコンの整列を選択します。表示されているすべての最小化さ
れているウインドウ(アイコン)が，本ソフトウエアのメインウインドウの左下に
整列表示されます。

メインウインドウ

最小化されたウインドウ(アイコン)

解　　説

本ソフトウエアで表示されている取得データ/バーグラフ/リストなどの各ウインドウを最
小化(アイコン化)して，そのアイコンを移動したり，本ソフトウエアのメインウインドウ
から外れて見えなくなってしまったときに便利な機能です。
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9.3 ヘルプ機能を使う

本ソフトウエアのバージョン3.01以降では，ヘルプメニューから，本ソフトウエアのユー
ザーズマニュアルやユーザーズマニュアルの変更票(訂正文書)を選択して，それぞれを表
示できるようになりました。ユーザーズマニュアルや変更票を表示するには，アドビシス
テム社のAdobe Readerが必要です。

操　　作

1. ヘルプ > 目次を選択します。Helpのダイアログボックスが表示されます。ツー
ルバーの をクリックしても同じです。

●ヘルプの目次から項目を調べる
2. 目次タブをクリックします。メニューに従って項目を調べます。

●キーワード検索で項目を調べる
2. キーワードタブをクリックします。キーワードを入力するかキーワードを選択し

て項目を調べます。
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解　　説
PCの画面上で，本ソフトウエアの操作途中で，本ソフトウエアの操作方法や用語を調べ
ることができます。

●ヘルプの目次から
目次から項目を選択して，操作方法や用語を調べることができます。

●キーワード検索
・キーワードで操作方法や用語を調べることができます。
・キーワードをキーボードで入力したり，リストから選択できます。

9.3　ヘルプ機能を使う
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9.4 バージョン情報を見る

操　　作

ヘルプ > バージョン情報を選択します。高調波測定ソフトウエアのバージョン
情報ダイアログボックスが表示されます。

高調波測定ソフトウエアのバージョン情報ダイアログボックス

解　　説

本ソフトウエアの名称とバージョンが表示されます。

Note
・ 本ソフトウエアのバージョンは下記のそれぞれの動作モードで異なります。
・ 高調波測定機能
・ 電圧変動/フリッカ測定機能
どちらかの機能がバージョンアップされても，他方のバージョンが変わらないことがありま
す。

・ 本ソフトウエアの最新バージョンは下記の当社Webページでご確認ください。
www.yokogawa.co.jp/tm/Bu/761921/
本ソフトウエアのバージョンアップ用プログラムと最新のユーザーズマニュアル/変更票
(9.3節参照)は，上記の当社Webページからダウンロードできます。
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仕様

項目 仕様

ソフトウエア* 本ソフトウエアは，IEC規格に従い，電気・電子機器の高調波電流を測定し，規格に沿った判定結果
を表示/保存できる高調波測定/判定ソフトウエアです。実行ファイル名は，IEC61000.exeです。

利用できる測定器* 当社のディジタルパワーメータWT2000シリーズ(WT2010：形名253101，WT2030：形名
253102と253103の計3製品)，WT1600(形名：760101)

適用規格* 高調波電流エミッション「 IEC 61000-3-2(Electromagnetic compatibility (EMC) - Part 3-2: Limits
- Limits for harmonic current emissions (equipment input current ≤16 A per phase)) 第2版 修正
1」および「EN61000-3-2 修正14」

機能 判定対象となる測定データ/波形データの取得と読み込み
・ WTの測定条件の設定。
・ オンライン上のWTからの測定データ/波形データの取得(オンラインモード)。
・ すでに保存されている測定データ/波形データの読み込み(オフラインモード)。

測定モード *

・ 高調波測定モード
・ オンラインモードのとき
WTから取得した測定データに対して，「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」に適合した高調
波の測定/判定。

・ オフラインモードのとき
ファイルから読み込んだ測定データに対して，「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」に適合し
た判定。

・ 高調波観測モード
オンラインモードのときだけ，WTで測定しながら高調波の変動をバーグラフや数値リストで
観測。

・ 波形観測モード
オンラインモードのときだけ，WTで測定しながら測定波形を観測。

規格・測定環境
「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」で規定されている対象機器のクラス分けや，各クラス内での
判定条件を設定。

測定時間
測定開始から測定終了までの時間。
設定範囲：0時間0分1秒～24時間0分0秒，1秒単位で設定。

報告書のタイトル/コメント
報告書のタイトルやコメントを設定。報告書のカラー/白黒，日本語/英語の変更可。測定デー
タと一緒に保存/印刷。

測定の開始/終了
オンラインモードのときに測定開始可能。

判定結果や測定データ/波形データの表示
測定モードが高調波測定モードのときにだけ，測定データが「IEC 61000-3-2 第2版 修正1」
の限度値内かどうかの判定と，そのときの測定データ/波形データを表示。
・ 全測定時間内の判定結果の表示
測定時間内のすべての高調波電流データに対して限度値内かどうかを判定し，その結果を表
示。

・ 高調波電流/電圧のバーグラフ表示
次数ごとに，高調波の測定データと規格の限度値をバーグラフで色別に表示。

・ 高調波電流/電圧値のリスト表示
次数ごとに，高調波の測定データと規格の限度値を数値リストで色別に表示。

・ 高調波電流の変動グラフ表示
次数ごとに，時間経過に伴う高調波電流の変動をグラフで表示。

・ 電圧/電流の波形表示
測定終了直後の波形(WT2000では約2周期分，WT1600では4周期分)を表示。電流波形に
カーソルを当てて，電圧波形の最初のゼロクロス点からの位相差(位相角)と電流値を表示可
能。

・ 電圧/電流/有効電力の変動グラフ表示
基本波と全高調波から求めた電圧や電流の実効値と，有効電力の変動をグラフで表示。

・ 高調波電流の位相角のバーグラフ表示
次数ごとに，基本波に対する高調波電流の位相角をバーグラフで表示。

・ 高調波電流の位相角のリスト表示
次数ごとに，基本波に対する高調波電流の位相角を数値リストで表示。

第10章 仕様
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項目 仕様

設定情報/測定データ/波形データの保存と読み込み
・ 設定情報の保存と読み込み
測定モード，規格・測定環境の設定，測定時間，および報告書のタイトル/コメントの各種設
定情報をファイルに保存。保存された設定情報の読み込みも可能。

・ 測定データ/波形データの保存と読み込み
高調波の測定データ/波形データをファイルに保存。測定モード，規格・測定環境の設定，測
定時間，および報告書のタイトル/コメントなどの設定情報や，本ソフトウエアで設定したWT
本体の高調波測定の条件もファイルに保存。保存された測定データ，波形データ，高調波測定
の条件および設定情報の読み込みも可能。

・ 測定データ/波形データのCSV形式での保存
高調波の測定データ/波形データをCSV形式でファイルに保存。保存されたデータは，CSV形
式に対応したPC上のアプリケーションソフトで読み込み可能。

画面イメージ/報告書の保存と印刷
画面イメージ/報告書をBMP形式でファイルに保存。印刷も可能。

測定データの再現性
ファイルに保存された高調波の測定データを比較し，測定データの差異をバーグラフと数値リ
ストで表示。同一製品で，測定されたデータ間の差異が，規格で定めている5％の範囲内にあ
るかどうか(再現性)を判定可能。

動作に必要なシステム環境 ハードウエア
・ PC本体
日本語Microsoft Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT
4.0 WorkstationまたはWindows 2000 Professionalが動作し，Celeron 500MHz以上のCPU
を搭載した機種。

・ 内部メモリ
128Mバイト以上。

・ ハードディスク
空き容量が10Mバイト以上。

・ GP-IB通信ポート
N.I(ナショナルインスツルメンツ)社製PCI-GPIB/PCI-GPIB+/PCMCIA-GPIB/PCMCIA-
GPIB+，ドライバNI-488.2M Ver.1.60以降が必要です。

・ イーサネット通信ポート(WT1600のみ)
10BASE-Tまたは100BASE-T対応のイーサネット通進ポートが必要です。

・ ディスクドライブ
CD-ROMドライブ1台。本ソフトウエアをインストールするときに使用します。

・ ディスプレイ
Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT 4.0 Workstationま
たはWindows 2000 Professionalに対応したディスプレイ。推奨は，解像度1024×768以上
でアナログRGB65,536色以上の発色が可能なディスプレイ。

・ マウスまたはポインティングデバイス
Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT 4.0 Workstationま
たはWindows 2000 Professionalに対応したマウスまたはポインティングデバイス。

・ プリンタ
日本語Microsoft Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT
4.0 WorkstationまたはWindows 2000 Professionalで使用可能なプリンタ。Windows 98，
Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT 4.0 WorkstationまたはWindows
2000 Professionalに対応するプリンタドライバが必要です。推奨はカラープリンタ。

OS
日本語Microsoft Windows 98，Windows Me，Windows XP Professional，Windows NT
4.0 WorkstationまたはWindows 2000 Professionalが必要です。

ディジタルパワーメータWT
・ ファームウエア(ROM)バージョン1.41以降で，GP-IBインタフェース付きのディジタルパ
ワーメータWT2010またはWT2030。

・ ファームウエア(ROM)バージョン2.01以降で，GP-IBインタフェース付き，またはイーサ
ネットインタフェース付きのディジタルパワーメータWT1600。

* 規格に沿った判定はWT2000のみ対応しています。WT1600は規格に基づく解析方法に対応していますが，一部，測定精度
の制限があるため，規格に完全適合した測定はできません。

仕様
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